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余 ガ、 本學 會 會 長 ナし州 帝 大 教授 戸 醗教 授 爺 り命

ゼ ラ レ 々ca宿 題 報 告 ノ研 究題 目ハ 、ヂ肺 制 核 ノ早

期 登 見 ト豫 防」5就 テ デ アル.

近 頃 、菩國 デ結 核 ノ早 期 褒 見 ぺFrUhentdeckung)

ト言 フ コ トガ言 ハ レテ ヰ ル。 早 期 叢 見 ト言 フ コ

トハ 、 大 衆 ノ中 カ ラ、 勿 論 健 康 者 モ含 メ テ ソ レ

等 ノ中 カ ラ、 結 核 患 青 ヲ早 期1二登 見 ス ル1・言 フ

コ トヂ ア ツ テ、 ソ レグ ケ、従 來 ノ早期 診断IFr一

鷲hdiagnose>二 較 震 テ積 極 的 ナ意 味 ヲ持 ツ テ ヰ

ノレ¢

コ0ヂ 問 題 トナ ル ノハ、 所謂 、 早 期 ト言 フ言葉

ノ意 味 デ アル.早 期 ト言 フ観 念 ハ、 漠 然 トシ タ

モ ノ デ アル。 轟

肺 結 核 二於 ケ ル早 期 ト言 フ観 念 へ 馨 學 ノ進 歩
ご

ニ ツ しテ攣 遷 ス ル
。 例 へ ・㌔ ヂレ ン トゲ ン講ナ キ

時代 ノ早期 ト言 フ槻 念 ト、 ザレ ン トゲ ン」技 術 ガ

進 歩 シ タ今 日 デ ノ早 期 ト言 フ観 念 トノ間 ニ ノ0、

甚 グ大 ナ ル懸 隔 ガ アル.

從 ツ テ、 賂 來、 欝學 ノ進 歩 ニ ヨツ テ、rレ 」學 的

工所 見 ザ塁 シナ イ前 二、 肺 結 核 テ登 見 シ、或 ハ

豫 測 シ、 更 二遙 ンデ、結 核 菌 二感 染 力 し前 二、

如 何 ナ ル人 ガ、結 核 繭 ノ侵 入 ヲ受 ケ しバ 爽病 シ

易 イ か 犠 見 シrコ レテ豫 防 スル づ ゴ ガ出 來

タナ ラ、 コ レガ 本 當 ノ意 味 デ ノ早 期 爽 見 デ ㌢ ラ

ウ ト考 ヘ ル 雛

余 ハ ソ ノ意 味 デ、 今同 ノ報 告 二於 テ ・・、 現 在廣

ク用 ヒ ラ レテ ヰル諸 種 検 査 テ使 用 シ、 出 來 ル ダ

ケ肺結 栃 ・早期 二獲 見 スベ クツ トメ、 且 ツ、 用
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ヒ タ諸 検 査 法 ・早 期 二於 ケル 償 値 ヲ批 判 シテ、

今 日二於 ケ ル早 期 糞 見 法 ノー 参 考 資 料 タ ラ シメ

ヤ ウ ト考 へ、 同時 二、 コ レ ト關 聯 シテ、 豫 防 二

就 テ モ、 壕、 三 ノ知 見 ヲ申述 パ テ見 度 イ ト考 ヘ

ノし融

先 ヅ、 間接 撮 影 カ ラ述 ベ ル脅
、

二、肺結核早期護見二於ケル間接撮影ノ債値

現 在 二於 テ、 最 モ正 確 ナ ノし結 核 早期 螢 見 法 ノー

ツ ガ、 「レ」線 撮 影 エ アル コ トハ 論 チ挨 タヌ.既

工述 ベ タ様 工 、 早期 磯 見 ト言 フ コ トノ・、 從 來 ノ

早期 診 断 二封 シテ遙 轟積 極 的 デ アツ テ、 一 般 健

康 者 ノ中 カ ラ、 無 自畳 ナ ル結 核 羅 患 者 ヲ洩 レナ

ク探 シ出 習へ殴 汽 ソ ノ 目的 痢 カ ビ。

弦 、 籔 年 來 、 吾 國 轟於 テ創 案 セ ラ レタ聞接 撮 影

法 ノ叢 達 ・・、 づ ノ意 味 二於 テ、 菩 々 ノ大 イ轟注

目 セ ネバ ナ ラヌ トコロ デ ア'し導

從 來 、 諸 家 轟 依 テ

1.間 接 撮 影 法 ノ長 所 トシテ ・・、 費 用 ノ低 廉 、

操 作 ノ簡 易、 撮 影 時 間 ノ短 縮 、 從 テ短 時 聞 二澤

山 ノ人 員 テ撮 影 シ得 ル 鶯 トし 等 ガ暴 ゲ ラ レ

2.ソ ノ短 所 ト うテハ、 アマ リニ映 像 ガ縮 小 セ

ラル ・結 果 、 病 竈 特量 的 二 見逃 シ易 久 更 轟質

的 ノ診 断 ガ困 難 ナ ル黙 ガ主 トシテ アゲ ラ レテ ヰ

7%

菩 々 バー 昨 年 來 、 小 學 校 、 中 等 學 校 、 小 學 校 教

員 、看 護 婦 會 ノ他 二於 テ、約1萬 人 ∴就 テ間 接 撮

影 テ行 ヒ、 同 時 ニ ソ ノー 部779名 二封 シテ直接

撮 影 テ モ施 行 シ、 爾 者 ノ所 見 ザ比 較 検 討 シテ、

間 斐妾撮影 法 ノ償 値 ノ批 判 ヲ試 淀タ.

ソ ノ大 要 轟就 キ述 べ ・し.

1・ 装 置 爽 生 装 置 ハ島 津製 作 所製 、 三 相 交 流

愛 宕 。 管 球 ・㍉ 澁 谷 「レ ン トゲ ンJ製作 所 製 、rキ

モ ク ロza。,クス」、35人 テ連 績 撮 影 スル毎 二管 球

テ取 リ替 ヘ ル.小 型 爲 眞機 トシ テ ・ご クロ ー ム

コ ンタ ヅ ク スバ 鏡 玉 『ゾナ ー」1.5!ラ 用 ヒ、中 間

映 像 膜 ニ ノ・、概 一 パ ー 挙オ ツ サー ル」ヲ使 用 シ、

「フYL.ムp・ 六 櫻 祉 製 「さ くらJ
、「し ン トゲ ン フ4

ル ムy3、5糎 ×160糎 〉ヲ用 ヒIx
.

2.撮 影 條 件 焦 黙 中間 映 像 膜 聞麗 離 、1米.

二 次 電 墜 、6⑪一70「 キ ロ ボ ル ト」、電 流100「 ミ リ

rン ベ アム 撮 影 時 間 、1枚 二就 ギ ん秩 不 均

1時 間 二、250人 ・入 員 テ撮 影 シタ.

3,現 像 圭 トシテ 普 通 「し ン トゲ ンフ{ル ム」

現 像 液 ヲ用 ヒ タ.微 粒 子 現 像 法 デハ、 蚕 面 ガ李

調 デ、 小 型 「フ躍ル ム」二最 モ必 要 デ アル良 キ 「コ

・ン1ラ ス ト」ガ得 難 ク、 且 櫨 大 装 置 二 適 當 ナ モ

ノガ得 ラ レナ カ ツ 肋 ラデ ア ナし.普 通 現 像 液 テ

用 フル ひ、「コ ン トラ 特 」ノ良 イ爲 眞 ガ得 ラv、

§倍 籏 大 鏡 テ用 ヒテ ノ槻 察 ニ ハ、何 等 不 都 合 ハ

ナ イ継

4.吾 々ハ6倍 籏 大 鏡 一手用 ヒテ観 察 シ タガ、 熟

練 轟 ヨ リ裸 眼 デ モ相 鴬 ・程 度 マ ヂ、 観 察可 能 デ

ア ノレ
ウ

間接 撮 影 フぜル ム」ノ憤 値 検 謎

1.正 常 像

小 型 「フ ・・しム」ニ テ、 正 常 ト考ヘ タモ ノ、98例

二就 キ、 同 時 二 四 ツ切 「ブ控 ム」ニ テ 調 ベ タモ

ノ ・結 果 ハ、 次 ノ如 ク デ アル.

第1表 正常像的 中峯

隆 誘粥 聡響諺
即 チ適 中傘 へ 約96。0%デ ア ツ テ、僅 ユ4%シ

カ兇誤 ル場 合 ハ ナ イ づ ト ・ナ 疹.

而 モ、 微 細 血 管 像 ハX四 ツ切 ニ テ、 有径0、2粍

迄 ・・追 求 騨⇔ レコ トガ出來 、血 管 断 面 像 蚊 二石灰

化 竈 へ 直脛2。O粍 以 上 ナ ーrバ、 誤 リナ ク指 摘

出來 ル.

タ ・一一、 小型rフ ィル ム」ニ テ ハ、 多少電 座 ガ高 ク、

又 縮 少 サ レル關 係 よ 、 血.管分 枝 像 ガ見気 難 ク、

ソ ノ糸吉果 血L管鐸断面 像 ト石ノ天ξヒ言繍匡ト見誤 ノ1レコ トガ

多 イ。氣 管 枝断 面 像 ハ、 内纒3、5粍 以 上 ナ ラ明

二認 メ得 ル.

2.肺 紋 理増 張 ヲ示 セ ノ・モ ノ,,
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小 型 秒 罵ル 毎 轟 乳 正常 射 モ 鞘 ミ肺紋 理檜

強 セ リ5認 メ ラル ・モ ノ151例 二就 キ、 四 ツ切

「フィル ム 斬 見 ト比 較 シ タ 争;llV・次 ノ如 クデ ア

ノレ頓

第2表 肺絞理培 強 セルモ ノ・的中肇

ハ ア ツ テモ 見落 ス ル つ ㍗ハ ナ イ.

第5表 肺 門部 石茨化竈的 中 率

詠'即 茨蜷繕
イiカ1こ牝 竈257

3と{列78.1%21.9%

妻

的 中 セ ザ
ノレモ ノ

γ 一

21。9%

創,約 、 ソ ノ9似.へ 的 中 スル継 誤 リガ約1割

ア リ、 ソ ノ大 部 分 ヲ血 行 撒布 牲 結 核 ガ占 メテ ヰ

ル ガ、∬皿行 撒 布 性 結 核 ハ、 四 ツ切 ノ場 合 ト同 ジ

ク小 型 「フぜル ム」デハ ソ ノ敷 倍 モ、診 断 ガ困難 デ

ア ヅ テiコ ノ黙 、 小 型 「フ蓼ル ム」ノ大 ナ ル訣 黙

　　　ほ

ノ… ツ ア ア ル 撫

3。 肺 門 陰 影 増殖 切 レモ ノ

小 型r巧 ル ム」232例 二就 キ 調 べ タ 結 果 へ 次

ノ如 ク デ ア ル.・

第3表 肺門陰 影増大 セルeノ ・的中 率

》∴欄 欄 雛灘 醜㌻ザ
瞬1辮 大』

811㌦ll∴ 函 　i--1。1%

卸 チ ソ ノ的 中 傘 へ 殆 ン ド1(10%デ ア ツ テ 、 コ

ノ場 合 ニ ハ 、 見 誤 ル づ ト ・・、 殆 ン ドナ イ ド、㌃ツ

テ ヨ イ.

4.肺 門 浸 潤 琳 巴 腺 腫 脹 モ含 メ テ)

肺 門 淋 巴 腺 腫 脹 バ カ ナ リ小 サ イ モ ノ モ 見 得 ノ%

ノ1、型 「フィル ム 」93壬 列 轟 就 テ ノ調 査 ノ凝駈果 ハ、 一欠

ル

ノ如 ク テ アル盤

第4表 肺門浸潤的 中率

4.3%s誤 リガ アル 八 っ レ ・・許 サ レ テ モ イ ・

程 度 ノ モ ノ デ ア ツ テ 、 殆 ン ド100吃 工 的 中 ア ル

ト考 ヘ テ 翼 イ.

5。 石 ノ天イヒ竈

小 型rフ ィル ム」デ ハx石 灰 化 竈 テ 見 過 ギ ル コ ト

即 チ、 的 中 傘 ハ、約80%デ ア ツ テ、的 中 セ ザ ル

モ ノ20冤 へ 何 レモ、 血管 晦 面 倣 へ 見 誤 ツ タ

モ ノデ アル."ノ 黙 ハ、 練 習 一・磧 ンデ補 正`なべ

　ロぷ

キ ア ァ ル・

d。 血 行撒 布 頓i結核

血 行撒 庸 性 結 核 へ 四 ツ切 「フ譜 ム」デモ、ソ ノ

診 断 ハ困 難 デ アル ガ、 小 型 み ル ム」轟 テ、ド ノ

程 度 轟 見落 ン、 或 ハ的 中 ス ル カ チ調 べ 掛 ド欠表

ノゴ ト クポーナ ル
o

第6表 血行撒布性結核的中牽

函冨∵蝋 燃 灘 響謙
　 ま

離 鞭 晦9琶1511%i22.9...,21§%:49;3
1;、 ウ

ぐ)内 ・・見 逃 セ シ 肇

郎 チ、 他 ノ結 核 性 所 見 ト見 誤 ツ タ敷 ガ 少 カ ラ ズ

ア リ、ifff行 性 撒 布 型 デ ア ラ ウ:・ 考 ヘ タモ ノ ・的

中 率 ハ 曙.;㌃,デ ァ ツ テ、全 部 デ ノ的 中 卒 ハ49.3

写 、 即 チ 、 約 孚 分 へ 的 中 シナ ⇔ 見 テ ヨ イ藩

蔑 轟 逃 ベ タ標 汽lln行 撒 布 わ し診 噺 ・・、 四 ツ切

ギブ ぜル ム 野 テ モ 時 轟 困 難 ナ づ トガ ア ル ガ
、 以

上 ハ 比 較 的 定 型 的 ト思 ハ い しモ ノノ ミニ 就 テ ノ

観 察 デ ァ ル.從 ツ テ コ ノ 黙 二 關 シ テ ノ、 小 型

「フll,t・ム ♪ へ診餌 學 的1費 値 ハ、可 成 り低 ク チ ル モ

ノ1㌧ 思 ハ レ 影,,

肺 尖 部 結 核

肺 尖 ノ所 見 へ 四 ・ソ切iフ1ル ム」ニ テ モ 骨 、筋 肉

ナ ド ノ種 々 ノ條 件 二 左 右 サ レ テ、 診 噺 ガ 困 難 ナ

ル 場 合 ガ 多 鮎 小 型 「フ 譜 療 ニ テ 、 困 難 ガ 倍

加 ヘル コ トカ 、 想 像 ∴難 ク ナ イ移

第7表'・ 、 肺 尖 部 結 核 二 關 六 ル 調,餐 デ ァk,,

帥 チ 、 肺 尖 二 病 竈 ア リ ト 考 ヘ テ 、 確 ∴ 釜墜 化 ア リ

シ モ ノ ・・、65。3%デ ア ル。 小 型 「フ 響ル ム」二1E!
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第 ↑表 肺尖部結核 ノ疑

虐 ＼切
型 ＼

肺尖部精
核?92例

9

9。7%

正常筋肉蠣螺 灘 讐
221 160。i32

叢～.窯・sで22.9g誌65.3%i34.7%

ル蹄 尖 所 見 ノ診斯 が困難 ナ ル コ トガ判 ル瀞

肺 浸 潤

肺 野 二 浸 潤 ガ アル 場 合 ハ 、 小 型 「み ル ム」ニ ヨ

ル診 断 ハ比 較 的 容 易 デ ア ツ テ、例 ヘ バ早 期 浸 潤

等 ノ如 キ孤 立 陰 能 テ貝逃 ス 鶯 トへ 殆 ン ドナ イ

ト"言ツ テ甥 イ撃

唯 、 困 難 ナ ノ ハ、 病 竈 ノ質 的 診 断 デ プ ツ テ、 コ

ノ黙 、 諸 家 ニ ヨツ テ、 間 接 撮 影 ノ最 大 鋏 貼 トシ

テ アゲ ラ レテ ヰル モ ノ デ アル.

今、 カ リニ結 核 性 病 竈 乳 増 殖 性 、 滲 出牲 、 硬

化 性 二分 ケ、 ン ノ総 藪94例r一 就 テ、四 ツ切 「フ4

ル ム」ノ所 兇 ト比 較 シテ見 タ.

ソ ノ結 果 ハ、 次 ノ如 ク デ アル.

第8表 肺 結 核 質 的 診 蜥 率

＼
＼ 四1小'

、 切 掌正

型 、 蕊二
繰 轟 魏 難 塘殖性徽 瀦 性結鞭 傑 結核…

%

一

一

4

②

o

～
0

8

…

へ

… …㎜

5

10.2%

く

1的 中 セ ザ

1ノ レモ ノ…

増殖 性結核49例1

滲出性結核40例

硬化性結核5例

2

50%

0

0

'

0

一

〇

・

一

1

5

一
〇

2

373

75.5ク56」 ク.」

33↓

7.5%・85,0ク 」

00

0

0

5-
100.0%

8

24.5%

6
15.0%

0

　

即 チ、 コ レ等 ノモ ノデ、他 ノ所 見 ト見 誤 ツ タ モ

ノ テ除 ケバ、 壌 殖 性 結核 デハ75.5%、 滲 出 牲 結

核 デ ノ・、85.OJZ,'、 硬 化 性 結 核 デ ハ100%一,,,、 ソ

ノ所 見 ガ 的 中 シタ継

即 チ質 的 診 断 へ 從 來 、漫 然 ト言 ハ レテ ヰ タ ヨ

リモ、 讃 影 術 ノ習 練 二 醤 ツ テハ 、 想當 ノ所 迄 、

適 確 二診 断 シ得 ル モ ノ ト考 ヘ テ ヨイ癖

(附/室 洞 一:・z就テ

四 ツ切 「フィル ム」caテ 明 轟見 得 ル 程 度 ノ室 洞 ナ

ラバ、 間 接 撮 影 ニ テ見 逃 ス コ トハ ナ イ.唯 、 複

雑 ナ肺 ノ病 竈 中 ニ アル鮮 明 ナ ラザ ル室 洞 、 或 ハ

肋 骨 陰 影 ニ テ散 レタ ル室 洞 ハ、 コ ソ ヲ見 逃 シ易

イ。 吾 々 ハ、9例 ノ室 洞 中 、2例 テ見落 シ'lV'、

爾 者 ハ何 レモ、 カ ・ル場 合 デ ア ツ タ。

從 ツテ ソ ノ見逃 ス づ トハ 、22.2?,;.:.ア タ ツ テ ヰ

ノレlllM

以 上 、 述 ベ タ トコ ロ ヲ総括 シテ、 ソ ノ的 中 率 テ

表 示 ス レバ 、 次 ノ如 クニ ナ ル.

第9表 小 型 「フ ィ ル ム」 ノ 的 中 牽 一・覧

即 チ 小 型 「フぐル ム」ノ的 中傘 ノ・、-lffi行撒 布 型 二

於 テ最 モ困 難 デ ア ツ テ、 ソ ノ的 中 傘 ハ約6害1錫 墨

デ アル離 シカ シ、 無 論 、 コ レガ進 行 シテ、 所 謂

粟 粒 結 核 ノ如 キ所 二進 行 シテ ク レバ 、 コ レテ見

逃 ス コ トハ ナ イ嬢

ソ ノ次 二、 診 絢伊 誤 リ易 イ ノハ、 肺 炎結 核 デ ア

ソ テ、 コ ノ爾 者 ガ、 小 型 「フ ィル ム」ニ テ最 モ診

断 困 難 ナル黙 デ ア ツ 乳 間 接 撮 影 ノニ大 鋏 黙 ト

モ構 サル ベ キ モ ノデ ァル
.

次 ノ表 ハ肺 野 二浸 潤 性 憂 化 ア リ ト間 接撮 影 ニ テ

診 断 シ、ソ ノ何%ガ 的 中 スル カ見 タモ ノ デ アル。

第10表 肺部 轟浸潤 性饗 化 ア リ ト認 メタ

ノレモ ノノ的中率

諒 ぞ'型1諺 騙
中厨

＼繋閏的中
ン』・型 「フ ィ、

同血行撒 肺尖 ヲ除
布性上結 キ他 ノ野
核 ヲ除 キ 肺二於 ク
シ場合 、ル肺寝潤

矯 縁77●5%181》'4%j82・3%

雨欧 惹
ヲ除キ
シ場合

89.4%
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卸 チ、 ソ ノ的 中 傘 ハ、77、5%デ ア ツ テ、 コ ノ中

ヨ リ、最 モ的 中 傘 ノ悪 イ血 行 撒布 型
、 肺 炎部 病

攣 ヲ各 引 キ、 更 二繭 者 テモ引 ク時 へ 穂 丸高 率

・・一ナ ツ テ、約90場 ガ的 中 ナ ル コ ト トナ ル,,

縮 括

1.間 接撮 影 法 ハ、 集 團 検 診 二於 ケル肺結 核 ノ

検 出 ニ ハ頗 ル勝 レタ方 法 デ アル.

2.全 部 ヲ通 ジ テ ノ小 型 「フィル ム」ノ的 中傘 ハ、

約78。8%ニ アタ リ、肺 野 二所 見 ア リ ト認 メ ラル

ル モ ノデ ハ77.5つ ウガ的 中 ス ル。 帥 、約8割 程 度

轟疋 確 ト考 ヘ レバ ヨ イ.ソ ノ正確 サバ 、冬 ノ病

攣 二依 リ異 リ、 血 行 撒布 型 、 肺 尖 結 核 二於 テ最

モ能 傘 悪 ク、5-6割 ノ的 中 率 シカ示 サ ナ イ.

3.肺 野 二浸 潤 ガ アル場 合、 ソ レガ質 的 ノ診断

ハ、 從 來 漫 然 ト考 ヘ ラ レテ ヰ タ醤 リモ遽 力轟高

率 ユ的 中 人ル.

4.肺 二結 核 性 憂 化 ア リ ト認 メ、 ソ レガ質 的 ノ

診 噺 ハ主 ト シテ、 以 上 ノ如 ク デ アル ガ、 爾 モ腋

轟攣 化 アル モ ハ 存 在 テ 兄逃 ス 外 へ 殆 ン ド

ナ イ ト';ギツ テ 鴛 獄 シイ鋤

從 テ集 團槍 診 ∴ 用 ヒ ル聞 接 撮 影/意 味 義 積 密

ナ 診殉1テ ツ ケル 論 ア ラズ シテ、 ア な カモ ー・種 ノ

簿 ヲ カ ケ ル如 キ役 割 轟 アル ト ス レへ 聞接 撮 影

ハ現 蕉 ノ トコ ロ、最 モ勝 ツ タ ノプ法 ノー ツデ アル.

5.從 テ、 實 際 ユ 間 接撮 影 ヲ施 行 ル 乳轟 ア タツ

テ ハ、 ソ ノ疑 ハ シキ モ ノ ハ スベ テ、 蔽接 撮 影法

ニ ヨ ツ テ再槍 魑ゐル テ理 想 トスル.

6.間 接撮 影法 ハ集 團 ユ就 テ、 所 兄 アル モ ノ ノ

検 出 手段1・ シテ甚 グ勝 レ タ償 魑 鋳有 シ、 ソ ノ意

味 デ ハ優 秀 ナ ル早 期 鞭 見法 レ云 へ 勘.

三、肺結核早期護見 二於 ケル喀疾培養 ノ贋値

最 近 、 喜 國 、 殊 二熊 谷 教授 等 轟 ヨツ テ、肺 結 核

早 期 綾 見 轟於 ケル喀 疾 培 養 ノ憤値 ガ浸潤 サ レテ

ヰ ル1.'

余 等 モ1939年 以 來 、 縣 下 ノ中等 學 校 男 女 生 徒 、

バ、學 教 員 、 看 護 女帯 ソ ノ他 ノ集 團th'ylSシテ、 「レ」

線 検 査、 「ツベ ル ク リ ン」Nre、 赤 沈 反 鷹F同 時

二、ソ ノ全 部 二封 シテ喀 疲 ノ培 養検 査 子試 疋タ翻

コ ・ニ ハ混 雑 テ サ ケ ル タ メニ、 男 女 中等 學 校 生

徒 二 關 スル成 績 ノ ミテ報 告 スル ガ 、 ソ ノ緻 入 員

ハ 次 ノ如 クデ アル。

第11表 　

結 核菌 陽性者数31人 百 分 卒

被瞼 者総 人員8372人(O.37%)

喀庚被検 人 員1564名(1.92%

即 チ、 被 検 者練 藪 ハ372名 二封 シテ、 穂 テ検疾

「シヤー レ」テ渡 シ タガ、喀 疾 伊喀 出 シ タモ ノヘ

ソ ノ約%糧 度 デ ア ツ テ、ソ ノ中 喀 疲 ト認 メ ラノレ

ル モ ノへ1564名x一 過 ギ ヌ.

コ ノ中、31名 二 於 テ、 明 カナ2し結 核 菌 集 落 ヲ畿

兇 シタ.

ぐ培 養 法 、 住 吉 法 、 培 養基 岡 御 倉培 地 〉

結 核 萬 陽性 者 被 検 総 人 員 轟 劉 乳 ル%ハ 、

0.37%轟 ア タ リ、 喀 疾 喀 出 者 轟 饗 λ ・レ%ハ 、

1.92Zジ ニ ア タル礁

帥 チ、 欝 ノ事 實 へ 中等 學 校/生 徒 ノ中、 筍 モ

喀 疾 ノ出 ル モ ノ デ ア レバ 、 ソ ノ中 、約2%ハ 結

核 菌 デ喀 出 シ テ ヰ ル コ トニ ナ ル ノデ ァ ッ テ、驚

ク可 キ撒 デ ア ル.

喀 疲 ノ検 査 卜君 フ コ トハ、被 検 者 側 二於 テ、 結

核 検 査 二封 ス ル ー移}ノ 理 解 ガ ナ ケ レバ 、 實 際 轟

ハ仲 々完 全 轟 ハ行 ハ レ難 ク、 列 ・へ喀 茨 ノ出 ル

モ ノデ モ、 董 恥 ノ危 懊ツ ノ他 ノ理 由 誤 欝 ツ テ唾

液 テ持 勢 シ、 或 ハ全 然 持 参 セザ ル モ ノ多 へ 今

若 シ、 全 部 ガ ー1一分 ナル理 解 ノモ1・・-r一喀 疾 ノ検 査

ヲ ウ を タ トシ タ ラ、 陽性 者 ガ31名 ヲ 蓬 カニ突

破 入ル づ レ ・、 想像 ∴難 ク ナ イ礁

從 ツ テ、綬1人呉 二・1封スル0。37%ト 言 フ籔 ハ、 些

力低 傘 デ ア ツ テ、恐 ラ ク ソ ノ傘 へ1%内 外 ニ

ハ 、 上 ル モ ノト考 ヘ ラ セル継

ソ ノ事 情 ヲ學 校 別 二調 べ レバ、 次 表 ノノ如 クニ

ナ ル欝

即 チ、 総 人 員 二 勤 乳ル%ハ 、0-1.48男 二亙 ツ

テ テ リ、 喀 疾 喀 出 者 二 封 スル1駕ハ、0-6、89写

二亙 ツ テ 中ル、
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第12表 學 校別 ニ ヨル結 核菌楡 出率

學校名

魑 へ 一 　 … … 而 ㎜

1某 師範
一 ㎝ ～

、某 中學
炉T一

某中學一…一　

某中學

某申學

冤 師範
某高女

某高女

某高女
…

{某 高女
バ

1合 計

學校名総麟 磯1繋 警蓼蒙}
・、尺)

《人

439ユ843

職(人 、Fastr%,1(%。

1219と225

692

2051

961

1293

584

・0
.68[1。62

0.41i2.25

ll鎖一15ブ}
_し_

　　 ミ

8791140

8372!1564

0.080.48

0・14{1・OL

O.24[2.32

8

、3

31

11.48{6.89

5。15

1器 岩:一 茅 。i9・i;-h,.17

0。92

コ　 　

0.34、2.14

0。3711.92

づ ノ關 係 ヨ リ兇 ル モ、 全 ク健 康 ナ リ トシ テ通 學

スル 中 等 學 校生 徒 ノ1%内 外 ハ、 結 核 菌 陽性 者

ト見 ル コ トガ出 來、 尚 モ喀 疲 ノ出 ル モ ノデ ア ツ

タ ラ、2駕 内 外 へ 菌 陽性 ト考 ヘ テ大 過 ナ カ ラ

ウ ト考 ヘ ル.

扱 、 次 二、 吾 國 中等 墨 校 生 徒 ノ1%内 外 ガ結 核

菌 喀 出者 ト シテ、 づ レ等 ノ人 達 ハ、 ソ レニ相 當

シ タ胸 部 ノ所 兇 テ有 シ テ ヰル デ ア ラ ウ カ、 叉 、

コ レ等 ノ人 達 ハ、 將 來 如 何 ナ ル経 過 テ トル ノデ

ア ラ ウ カ纏 つ レづ ソマ サ ニ、 吾 々 ガ抱 ク可 キ、

重 大 蘭 心 事 ト考 ヘ ル.

今 、 コ ノ31名 ノ内繹 テ示 セベ 吹 ノ表 ノ如 クニ

ナル心

第13表 結核菌陽性者31名 ノ分類

魏 聴 二宇痴 殆yド12鮒9㌔ 〉
僅 二 憂 化 ア ル モ ノ6例19段 ウ。㌔

著 明 二 愛 化 アii・モ ノ12例38.70、

第14表 、「勧 線 ニ テ著 明 ナ ル璽 化 アル モ ノ

ニ就 テ ノ菌 陽 性 肇

胸 部 「㌧ 線 寓 眞 二髪 ノ モ ノ3人

化 起 ラ ザ ノレモ ノ8人
61.5%)ゼ マ ン ツー式 十)後7×5

ノモ ノ5人

胸 部 ㌧ 」線 爲 眞 二憂

化起 リ タ ルモ ノ5人 く「・qソツ ー」ス ベ テ陽 性)

C38。5%)

1人 ・・1ケ 月 後右 鎖 骨 下 二浸 潤 → 休學 ンテ療 養 申

1人 ・・4ケ 月後 右 肺 門浸 潤 → 右 肺 門 周 園浸 潤

1Av・ ・1ケ 月 後左 肺 中 野 二栂 指 頭 大 澄 潤

1A...1ヶ 月 後 右 下 葉 二浸 潤 →稽 く据 大 ス

帥 チ、 菌 陽 性 者31名 ノ 中 ・=一ハ 、 胸 部 爲 眞 二全

ク、 或 ハ殆 ン ド攣 化 ナ キ モ ノ ガ13名(41.92。 、

肺 二僅 ノ攣 化 ア ル モ ノガ6例(19。4劾 、 著 明 二

攣 化 アル モ ノ ガ、12例(38.7%)二 於 テ 見 ラ レ

ル ⇔

今 、 「レ」線 ニ テ、著 明 ナ ル獲 化 チ認 メ タモ ノ/恐

ラ 久 結 核 菌 陽性 テ 考 ヘ ラ レル 如 キ)ノ 総 薮 へ

全 員 テ通 ジ テ、50名 デ ア ・ソタ カ ラ、 コ ノ12例

ノ ソ レニ封 スル 百分 卒 へ24、O%デ ア ツテ、 約

ソ4デ ァル

然 シ乍 ラ,づ ノ50名 中,喀 疲 テ 出 シ タ ノハ 、

17例 ニ スギ ヌ カ ラ、 ソ レニ封 ス ル百 分 率 ヲ求 メ

ルF、70・6冤 エ ア タルe卸 、 約7割 ハ、 陽 性 ト

ナ ル。

即 、 「レ。線 ニ テ著 明 ノ所 見 ア レバ、 何 等 特 別 ノ

自豊 症 歌 ハ ナ ク トモ、 最 少 限 度 ソ4ノ例 ガ、喀 媛

二於 テ ハ ソ ノ7割 ガ菌 陽 性 ト言 ヘ ル
e

孤 「レ」線 窟 眞 ニ テ,明 カニ所 見 ノ認 メ ラノレル

モ ノガ、 結 核 菌 テ喀 出 スル ノハ、 固 ヨ リ當 然 ノ

コ トデ ァ ツ テ、 實 際 結 核 ノ早 期 爽 見 上 、 問 題 ト

ナ ル ノノ・、 ゴ レ等 ノ所 見 者 デハ ナ ク シテ、 ザレ」

線 爲 眞 上 、 殆 ン ド何 等 ノ攣 化 ナ ク、 叉 ハ輕 鹿 ノ

攣 化 アル ニ過 ギ ナ イモ ノ ノ状 態 、 拉 二、 づ レガ

將來 ノ蓮命 デ アル。

以 上 ノ人 員 二封 シテ ハ、 爾 、 監 親 、 観 察 中 デ ア

ヅテ、 現 在迄 ノ経 過 ハ、 全部 テ通 ジテ、 約1年

第15表 結 核菌陽性 茜13名(「V」 線罵 眞=一

攣 化ナ キ養)二就 テ1年 間 ノ観察
審

瀞1人
・・9ケ 月

rマ ンソー、(一)!隼 天鱗 月

{熊 ケ月

1騰鋤 轡多
5⑪ 名17名1Z名

ぼ

百 分 補

24、OVo70。6"k-nノ

ぐ う 内 ・・喀峻 持参者職及 ビ喀疲持参苦

實職二封 スル百分傘
1尺滋 曙講 賢灘 載 一吸牧
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内外 デ ァル ガ、 コ レ デ総 括 的 轟 見 レバ 、次 ノ如

ク ァ アルQ

即 チi「 レ」線 窮 眞 エ テ攣 化 ナ キ モ ノi13名 二 就

テ ノ、、1年 間 二i墜 化 起 ラ ザ ル モ ノ8名 く61.5鋸/、

攣 化 起 リ タ ル モ ノ5名 ・39.5つラ デ ァ ツ テ 、 換,ヤ

ス レバ 、 菌 陽 性 者 ハ ジレ」線 窮 眞 二411∫等 憂 化 ナ ク

トモ1年 間 二 約40う ジハ 弼 レ 攣 化 テ 超 シ テ ク ル

づ ト ・ナ ル.

16表

攣 化 起 リ タル モ ノ ノ内繹 ハ 表 ノ如 クデ ア ヅ テi

未 ダ死 亡 者r重 篤 者 ハ 兇 ナ イガ、 爾 、観 察 中 ヂ

ア ノレ。

扱t次 二、 「レ」線 露眞 ニ テ襲 化 起 ラザ ル モ ノ8

名 ノ中、常 時 マ ンツ ウ氏 反 感 珂 ンモ2000倍)陰

4生ナ ル モ ノ ガ3な ア ツ タ鑛

づ レ三献 テi「 ツ 仮:癒 ノ推:移 テ調 べ テ見 ル トw

次 ノ如 クニ ナル癖

菌 陽 性 ニ シテ …ヤ ン ツ ー 氏 反 慮 陰 性 ナ 〃 モ ノニ就 テ 観 察

「マ ソツ ー誌氏 反 癒 陰 性 ノモ ノ3人

胸細 編醐 鞭化…13者{撫 萎ξ謄 鰹
「マ ソ ツ"J反 鷹 陽 性 ノモ ノ10人

「マ ソ ツー」氏 反 磨 陰性 ノモ ノ3人 二親 イテ ソ ノ後 ノ観 察
　

《・)一 ・6歳 ノ男4/v雌 ・ 〈一語6/lx19娠 一3ノ 皿 ・9412?881;に1

《2)一1職 場24/X19轍 一)13/11941ぐ 一)17/皿194/5x5

畷3)一1磯 ノ女17/1×19娠 一)24/X・19407×5:3」m19415×5

次 二、 ヂレ」線 ニ テ 輕 度 ノ攣 化 ア ル モ ノ轟 就 テ ノ、観 察 八次 ノ如 クデ アルa

第17表 ㌦つ線窺 眞ニテ輕 度 ノ攣 化 アル菌陽性者6名 二就 キ、1年 間 ノ観察

∵ ∵ 鷺 鞍 欝1裂}離離
即 チ、 何 ヒモ可 ナ リt程 度 二、1年 ノ間 二病 勢

ノ進 行 ヲ示 シ、中、4例'・1重 症 ノ肺 結 核 トナ ツ

テ休 墨 シ、 他 ノ2例 モ可 ナ リ ノ悪 化 テ示 シ な。

即 チ、 菌 モ、 ザレ」線 露 藁 ニ テ所 見 ア リ、 而 モ喀

疲 二 結核 菌 陽 性 ナ ル モ ノ ノ豫 後 へ 重 篤 デ ァツ

テrカ カ ル例 二遭 遇 ス レバ、 群々 ハ 十分 轟愼重

ナ ル態 度 ヲ以 テ監 視 シ、 治 療 スベ キ デ アル。

コ レデ換言 ス レバrザ レ」線 ニ テ 多少 トモ所 見 鑓

ル モ ノニ於 テt結 核 繭 が陽性 デ アル カ否 力 へ

大 イニ ソ ノ豫 猿 江関 係 ス ル モ ノ ト言 ヘ ル デ ア ラ

ウ。

赤 沈 反 癒 二就 テ ハ、 ソ ノ総 テ 轟就 テ施 行 シテ ヰ

ナ イ タ メ、 確 實 ナ ゴ珪 ハ言ヘ ヌ ガi菌 陽 性 デ ァ

ツテ モ必 ズ シモ促進 セ ズ、 ザレ」線 轟 テ所 見 が現

レル ニ從 テ、 促 進 シ テ ィ,レ傾 向 ヲ示 シテ ヰ ル0

総 括

〆

以 上 ヲ通 覧 シテ、 肺 結 核 早期 褒 見 二關 シテr喀

疲 培 養 ノ意 義 ハ、 次 ノ様 二総括 笛來 ル。

1.喀 疫培 養 三 碧ル早 期 爽 兄法 ハ、 アル場 合 二

八 、 「レ.線 検査 ヨ リ遙 カニ早 期 デ ア リ得 ル、 吾

々ハ 、 「レ」線 寛 眞 工 何等 ノ攣 化 ナ キ モ ノ13名

二r結 核 菌 テ培 養 検 出 シ得 、之 ノ中 約40%ハ 、

1ケ 月一4ケ 月 ノ中 二,「 レ」線 窮 眞 二認 メ得 ル

漿 化 ヲ起 シテ來 タc

換 言 洛 レバ,コ ノ場 合 二八 、喀 疾 ノ培 養検 査 ハ 、

ヂレ1線 穣 査 二 先 立 ツr約1-4か 月 ノ 早 期 襲 見

デ ア リ得 なつ トニ ナ ル.

2.喀 疲 ノ培 養 検 査 ハ 、 或 ル場 合 ニ ハ、ゴツ誇ごル

ク リ ン」反 癒 陽轄 二 先 行 シ得 ル窃 余 等 ノ3例 轟

於 テハ 、2か 月 カ ラ藪 ケ月 モ先 行 シテ ヰ ル.
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3.然 シ乍 ラu喀 淡 ノ培 養 槍 査 へ 被検 者 ノ十

分 ナ ル理 解 ナ ク シテ ヘ ー 様 二灘 正 確 二 竃 施 ス

ル コ い 期 シ難 傷 コ ノ黙 培 養 法 ノ大 よ ル 訣

難 ノー ヅ デ アル ガ、 コ レハ 爾 改 善 ノ絵 地 ア サ ト

シテ、 第2zaア グ可 キ鮫 黙 へ 結 果 ノ牟糊 二 比

較 的 長 時 日 テ要 ス ル コ 塾デ アル.

吾eノ 例 デへ 普通1ケ 月 魯外 テ要 シ タ。

4.培 養 検 査 ハ1回 ヨ 穿モ、 反復 線 返 ス コ1・ニ

ヨ ヅテ、 ソ ノ陽 盤 奪 モ壌 シ.ソ ノ故能 モ遙 二 倍

加 ス麹 モ ノ 塾考 ヘ ラ レ麹.

5.㌧ 」線 検 査 ガ著 覇 デ ア ツ テ モ,菌 陰 健 ナ ル

場 合 ガ、 無 論 ア 夢得 ル.従 テ、 培 養 捻 査 ハ、 軍

揚 ニ テ ハ勿 論 十 分 デナ ぜ.

6.喀 疾 二結 核 菌 暢 韓 デ ア暦 否 駆ハ 、 木 イ

ニ結 核 症 ノ事 讐 二羅 係 スル撫 從 テ、 幻.核菌 場 猛

caシ テ、 葡1モ.9レ 鎌象窮.箕蓋 、 多 少 デ モ所 見 ア

篤 モ ノへ 壼 チニ適 常 二撫 療 スベ キ デ アル.

7.コ レテ要 スル ニ培 養 検査 ハ 、 譲 防 上 並 二早

期 義 見上 、 卓 越 シタ楡 査 法 デ マヅ テ、 出 來 ルダ

ケ吾 々へ 本 法 ノ實 施 ヂ企 ツベ キ デ アル.

喀 疾 二於 ケル非 病 原 牲 抗 酸艦 菌 ノ嬢 出奪

喀嬢 二於 テ態 時 二 非病 漂 姓抗 酸 牲 菌 ガ強 出 サ レ

ル コ 塾ハ、從 來Fraenkel,Pappenheim,Fol}i,

Mayeru.Rabfpawitsch,太 醗 須 、 ソ ノ弛 ノ入

々 ニ ヨ ヅテ、 指 摘 サ しタ 塾コ ロ デ ア ルガ、 コ レ

ガ頻 繁 二奨 見 サ レ鋤 ㍗ス レバ、 繕 核菌 ノ検 出 二

際 シ テ、 誤 解 ガ 生 ズ 了竜 瞼 ナ シ ト シナ イ懸

余 等 へ 全 検 査 入 員 テ通 ジテ。3鋼 ノ非 病 原 姓

抗 酸 姓 菌 テ検 出 シ得 タ.

次 二喀 嬢 培 養 ノ場 台 二、 ドノ程 度 二非 予源 腫 ノ

抗 酸 姓 菌 テ検 出 シ得 ル カテ調 冠 テ見 膨 掛.

1.564・ee申3例:1。9瓢 。

抗 酸 姓 、 抗 ㍗ ル コ ホー 勘 畳 ハ 鰐 レモ掻 度 デ、

3%盤 酸 『飾 ロ ホー 鞠 ノ1分 問 貌 色 デハ.何

等 ノ影 響 テ受 ケ メ.

コ ノ3擁 轟 就 テ調 査 シ タ結 果 ハ,表 ノ姻 ク、3

鋼5モ 、 「レ」線 葛 眞 二異 常 ↓ 久 ソ ノ中,2働

ハ 「ツS反 寒陰 姓 デ ー'"一ツ タ,,

欺 ク ノ如 ク,健 康者 ノ喀 疲 融 二,輩 病 原 性 抗 酸

種 蔚 ザ存 在 ス 幽 卦 ・・、 翠 二顯 鍛 鏡 繍 査 ノ ミニ・

9ル 診羅 ガ、 時 轟不 薦 ナ ル慢 ナ キ トシナ イ コ ト

テ吾 々二教 示 残ル モ ノ デ アル.

・'齢 喀 綾 カ ラ ノ培 養 法 二就 テ

喀 媛 カ ラ結 核 菌 ナ分 離 培 養 スル ニへ 現 在柱 吉

氏 法 ガ ア ツテ、 吾 々ハ 何 等 痛 痒 テ感 ジナ ィ。

唯 、 住 吉 法 ノ猷 瓢 華モ言 フ可 キ モ ノハ、硫 酸 デ

虜 置 シタ場 合,喀 妄 ノ李等 漁 ヒガ種 ζ困難 デ ア

ル 黙 ニ ア叢.

最i近1938年KJangqmannハ 喀炎 ノ李 等液 化

容 易 ナー 壇 養法 一 瑳 表 シ タ.氏 ノ所 謂SSLure.

Eisen-Sauerstof野 一Verf撫h聡nF;.E.S-Verfa-

hr磯 戸 しデ ア燕e

方 法 轟歳 テハ省 纒各スル礁

住 吉 法 喀 羨 二、約5倍 量 ノ5易 碗 酸 水 テ加 へ、

ヨ ク擬 搾 混 合 シ、 約30分 聞 敏 置 シ、 殺 菌 シ タ

沈澱 管 二 入 レ、1分 間3⑪ ⑪0廻 轄 ニ テ、 約10分

聞遠 心 シ、 上液 テ捨 テ、 沈 渣 テ培 養 ス ル癖

ユ ング マ ン氏 法 、硫 酸鐵2⑪ 瓦 ラ蒸 留 水10⑪ 琵 二

溶 解 シ、2研.硫 酸 水10⑪ 蔓 テ混 合 シタ モ ノテA

液 レ シ、3%邊 醐 ヒ水 素 水 テB液 ト ヘル.

喀 琉約5蔓 轟、A液3琵 テ注 ギ、硝 子 榛 テ以 テ、

良 ク撹 掩 昆合 シ、 更 二B液3鍾 テへ 加 、 振 盈 ス

レrc。 無1分間 デ喀疾 ハ究 全 二液 化 スre,。

コ レ 婿 ピペ 謙 」テ以 テ殺 菌 シ タ沈澱 管 二 入 レ、

5分 間 静 置 シ タ爲 、5分 間蓮 心沈 澱 スル.上 層

液 チ除 キ、 沈 渣 テ2%乳 酸 「ナ 轡 ウ ム液 テ以

テ洗 ヒ。酸 デ中和 シ、コ レ ニ培 養 基 二塗 抹 スル.

余 ハ 、 住 吉 氏 法 庚 ビ ユ ング マ ン氏 法 テ輩 純 塗抹

標 本 デx結 核 菌 陽姓 ノ喀 淡5～7卿1二 就 イテ、

併 購 シテ ソ ノ結 果 卜比 較 シテ見 タ赫

第18表 最初集落登生 マデ ノ期間

最短期間最長期尉 李 均1

住 吉 氏 法8H28日14.2日

ユ ン プ響 ふ氏1去2H24日12。5日

をワ論 、 繭 者共 培 養 成績 ハ、全 部 二 陽姓 デ アル ガ、

最 初 ノ集 落 嚢 生迄'期 間 ハ。佳 吉 法 李均14.2日

ユ 」 グマ ニ氏 法 、12、5日 デ ア ツ テ、 奉 均2日

鰍 ユ ノ グマ ン病 法 早 へ 且最 長 最 短期 間 共
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二、2日 程 、 ユ ン ゲマ ン氏 ノ方 早 イ.

ソコ ヂ更 二雨 者 テ、種 々 ノ黙 デ比 較 シテ 晃 ル ト、

第19表 住吉氏 法 レユゾ プマ ソ氏法 ノ比較

第 ⑳

/陽 性33人

劉 騨 モ臨 蘇
ル方 法 ガ現 今 行 ハ シテ ヰル.

吾kモEO人 ノ入 院 患 者 」 就 テ 検 査 シテ 見 タ,,

コ ノ表 ヨ リ刺 ル知 ク、 喀 疾 ガ 出 ナ イ 勢構 スル モ

ノ轟封 シテハ 、 胃 液 叢 り培 養 スル方 法 ガ最 モ ヨ

ク、含 徽 水 テ用 ヒ タ場 合 ニ へ 喀 疾 ノ出 ナ イモ

ノカ ラハx1例 ノ湯 挫 者ナ ク、培 養 テ行 ツ タ48

人 中、16例 轟 菌 テ 培 養 シ得 タ ガ、 之等 ハ 何 レ

モ喀 疾 ヨ リ培 養 シ得 タモ ノ ノ 更カ ラ ヂ ア リ、蒲

モ ソ ノ%へ48,57ノ デ ア ツテ 、約 牟 薮 デ ア ル,、

即 チ、 欝 レ ヨ リ ス レパ、 培 養材 料 トシテノ・、勿

第21表 各 種

ノ姻 キ、 長 所 整短 所 ヲ有 ス ノ%吾 々ハ ソノ 目的

二 濤 ツ テ、 爾 者 デ選 ブ㌶ シ、 多 人撒 濃於 テ試 ミ

ル 場 合 ノ如 キハ操 作 簡 易ナ ル往 吉 注 ナヤ 小人 藪

二 於 テ試 ミル場 合 ノ如 キハ.大 鶴,ユ ング マ ン

氏{去ヲ撰 κ パaカ ラ ウ し思 フe

〈u>培 養 材料 二就 テ

喀 疾 ノ出 ル モ ノへ 喀 庚 テ培 養 材料 駆ス浸 キハ

勿論 デ アル ガ、 喀 疾 ノ出 ナ イモ ノ、 或 ハ出 サ ナ

イ モ ノニ封 シ テ へ 胃液 、 碧 クハ含 徽 水 ヨ リス

表

陽 牲16メ 、tt全 部 喀 覆 陽 牲 者33人

噛 醗 　燃 犠 擁 解 菓豹 κ璃 出　 ノ醗 ハ静 ノ〆

陰粍32人

論 喀 疾 ガー 番 ヨ 久 次 轟喀 媛 ノ出 ナ イモ ノニ就

テへ 腎液 ヴ ョ へ 何 等 カ ノ理 撫 二 繋ツ テ、喀

疾 テ出 サ ナ イ止 ム ラ得 ザ ル場 合 二ゐ 、含 漱 水 ニ

ョル ぼ%而 モ、 づ ノ場 合 轟ハ ソ ノ検 出 率 ガ遙

轟 劣 ル づ ト列 約 掌 撒1魔 籍 スー・キ ヂ アル.

戚・り 培 養 基 ノ撰 揮

現 条、 結 核 菌 ノ培 養基 ハ 、 各 自 ノ工 夫 ニ ヨツ テ

實 二移 シキ撒 ノ、 固形 或 ハ液 翻 培 養 基 ガ護 表 セ

ラ レ、吾 々ハ ソ ノ撰 澤 二1圭フ ノデ アル 繍 渡 邊 義

政 博itノ 最 近 ノ著 書 轟 欝ル モ、58種 ノ培 養 基 ガ
糠

培 養 基 ノ 選 澤

毒、、㌦＼＼
、 ＼

㌦～ .。一

培 地 名 ＼ ～、 ＼

職 　

D・r・{・し 氏 培 地
牌

Lゐ 磯 麗 氏 培地

P瞭 ○仔 氏 箱地
一 …}

H◎h縫 氏卵黄培地

P¢甑 欝 癬 氏培地
…

Lδw雛s於i轟 氏 培 地
世一 一 一

H◎h織 氏 培 地
_憎一一_一 一 ㎝ 睡一一 忙一

小 林 氏 壊 地
_一 ～ 一一…

W甦bby氏 培 地
_一 一 一

B雛 伽t・G購 κ磁 氏 培 地
卜～㎜ ㎜

縄 等 片 倉 氏 土二、地 ㎝mm㎜一

G;v(・fril}-K照 もffチ・b、 地
暫

ゼ_鯉 犠晦 響最諜 藩 灘難脇
固 形 培 地

、乱敦 醤τ τア　一午 α 鋳 董逐 之〆鷺5　 職……:'$"'-

1財 ダか 肋蒋…72x… 二 互瀦 　 op…3… 薙

1⑪B/2.5、 柵 〈3鋳L43ブ3艶2

t項2十fわ3.871 、3

9日 ヂ3>・ 柵十♂3工 。25〆3/2.5

9日 ぐ3ノ 盤 て3/1.3031)f～ 。5

8B〈3 、 十十十r2♪2,30ズ1/2鼻5

期 畷1)柵 で2,1・02ピ 恥2・ 垂
.

8Hぐ3>・H十 〆2)12∫)7〆 ユ)2

蔓日 ㍗+「f1)硬3♪1

3惜←く3、1。27!簿

考 判 定

幽̀

メ

10。5

雑8
1L5、

u。51

85嵩
}

8。5

8、 ⑪

8.o

,9痒3、

!7H〈X 1。罫

1建.⑪

十(1)高 償 くめ 6.5
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液 培 地

無 蛋 白 培 地

L◎ckemanR氏 培 地

Sauton氏 培地

Long氏 培 地

Duc氏 培 地

12日 、2)十(1)}
　　　

14B(2=〉 耕(3)42〔2>
_______}___

14日(2)十 十(2)119銭(3 、

14日(2)lrp(訂 擁1

渡 邊 氏 培 地

Kirchner氏 培 地

Besredka氏 培 地

13日(2)t冊(3>

14日 ぐ2)'柵(3)

14日(2}.1柵(3)

58(1)

23r2)

31(2)

1。5ト ー

3

2。ポ

墾 ゲ ラ レテ ヰ ルの

余 ハ、 喀 疾 、 尿 、 尿 、 滲 出液 、 膿 ソ ノ他 ヨ リ結

核 菌 之培 養 ス 腿 如 何 ナ ル=培養 基 ガ適 シテ ヰ ル

カ、 實 際 上 、 経 濟 的 二、 如 何 ナ ル培 養基 ガ最 適

デ アル カヲ調 べ テ見 タ。

用 ヒ タ培 養基 ノ種 類 ハ 、 戸 田教 授 著 「新 細 菌 學 」

ヨ リ ト リ、 ソ ノ固 形(12種)及 ビ液 寵 培 地(7種 〉

二就 テ検 査 シタ
。

ソ ノ結 果 ハ次 ノ如 クデ アル。

余 ハ 、 以 上 ノ培 養基 テ比 較 ス ル ニ、 最 初 ノ集 落

護 生 迄 二要 シ タ日薮 、5週 間 目 ノ登 育 状 況 、 ソ

ノ1000瓦 作 製 二 要 スル 階 段 、操 作 ノ難 易 テ以

テ シ、 ソ ノ各kテ1-3黙 迄 二分 ケ、 結 局12黙

満 鮎 ト シ タ.

コ ノ表 ヨ サ、 各 々 ノ 目的 二 依 テ各 自培 養 基 テ撰

ベ バ ヨ ィガ、 固 形 培 地 デ ハ、 岡一 片 倉 氏 、 聰1貼
　

デ最 モ勝 レ、 ペ トラニ ヤ ン氏 、レー ヴ蕊ン ス タイ

ン氏 、 ペ トロ フ氏 コ レニ・次 ギ、 ソ ノ他 ハ大 少 同

異 ノ様 デ アル。

液 艦 培 地 デ ハ皆 、 大 少 同異 デ ア ルガ、 無 蛋 白培

地 デノ1、ロ ツ ケ マ ン、 ソウ1・ン、 渡 邊 氏 培 地 ナ

ドヨク、蛋 白培 地 デ ノ、キル ヒナ ー 、 〈ごス し ドカ

共 へ 操 作 ノ黙 テ除 ケバ殆 ン ド遜 色 ナ ィ。

(二)喀1炎 ヨ リ結 核 菌 ノ集 菌 法 二就 テ

喀 疾 ヨ リ結 核 菌 ヲ検 出 スル ニ、 最 モ確 實 正 確 ナ

ル ケ法 ハ、現 在 ノ トコ ロ培 養法 ガ第 … デ …・ル ガ
、

培 養法 ノ鋏 黙 ハ、 ス デニ 逮 ・ぐ タ様 二、 集 落 出

親 迄 ノ期 間 ガ アマ リニ長 スギ ル コ トデ アツ テ、

ソ ノ タメ轟 へ 培 養法 ガ進 歩 シテ、 藪 日 テ出 デ

ズ シテ集 落 ガ 患現 ス ル方 法 ガ登 見 セ ラ レナ イ限

り0

{
-

一
9
0

L

血清入祠
溜 濁 シ易 シi

リ、 先 ヅ、 集 菌 法 二期 待 セ ネバ ナ ラヌ.

結 核 菌 集 菌 法 ニ ハ 、 從 來 、 諸 家 ニ ヨ ツ テ、 色 々

ノ方 法 ガ 工 夫 サ レ、 呈 案 サ し タガ、 最 近(昭 和

14年i結 核 ノ臨 林10號 〉、皇 北 帝 大 ノ田村 氏.:.一

ヨ ・ソテ 登 表 サ レタ 方 法 ハ 頗 ル 操 作 簡 易 デ アッ

テ、 優 レタ方 法 デ アル ト思 フ.

余 ハ 、 結 核 性 疾 患 ニ テ入 院 シ な患 者 デ、 塗 抹 標

本 二結 核 菌 陰 性 ノモ ノ(從 ツ テ 普 通 病 棟 牧 容 ノ

モ ノ)78名 二就 キ、培 養 法(往 吉 油 ト集菌 法(田

村 氏 法)ノ 雨 者 ラ 同 時 二 併 用 シ、 ソ ノ陽 性 傘 テ

比 較 シテ、 次 ノ如 キ結 果 ヲ得 タ.

第22表 培養法 ト集菌 法 ノ菌検 出率比較

例璽 墜購 辮 躊難
78i(一){ぐ3819%)1,,,ll%)「 菰3

帥 チ、塗 抹 標 本 ニ テ菌 ヲ検 出 シ得 ナ イモ ノ78例

中、30例(38.5Zh二 培 養法 デハ 菌 テ登 見 シ、田

村 氏 等 菌法 デノ・13例(16.73二)二 菌 ヲ・謹 明 スル。

即 チ、 從 來 ノ輩 純 塗 抹 標 本 ニ テ、 閉 鎖 性 、 開放

性 ト隔 別 ス ル つ トハ、 殆 ン ド無 意 味 デ アツテ、

豫 防 及 治 療 ノ雨 方 面 カ ラ考 ヘ テ、 吾 々ハ 、 出來

レバ培 養、少 ク トモ集 菌 法 ハ試 ミル可 キ ヂ アル.

集 菌 法 ノ培 養 法 二 封 ス ル 比 ハ、43.3%デ アツ

テ、 逡 憾 乍 ラ、 ソ ノ牛 バ ニ モ及 バ ナ イ.

斯 ク ノ如 へ 培 養法 ニ ヨル検 出法 へ 甚 グ優 秀

デ アル ガ、ソ ノ結 果 判 明迄 ノ時 日 ガ長 イ コ トニ、

短 所 ヲ有 シ、集 菌 法 へ 即 時 二結 果 判 明 スル コ

トニ 、 捨 テガ タ イ長所 テ有 スル。

吾 々 ノ教 室 デモ 、最 近瀬 崎 墜 士 ハ、 次 ノ如 キ集

菌 法 乏創 案 シ タ、
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瀬 崎 氏 法

喀 羨5耗 二 封 シテ25%苛 性 曹 達 ヲ … 滴 ノ割 合

二加 ヘ ル。 而 シテ火娼 上 ニ テ徐 々 二加 温 シナ ガ

ラ擢 搾 ス レバi約1分 聞 ニ シテ喀 疾 ハ水 様 二等

質 流 動 化 スル,づ レ轟、 直 チニ、 ドク ロ ロホ ル

ム」ヲ1-2蝿 ノ割 二加 一、 火 焔 上 ・・一テ徐 々ua""

湿 シナ ガ ラ約2分 間 撹 搾 ス レバ 、被 検 物 ハ白色

乳化 ス ル。 ソ ノ後 、 直 チ ニ・3000同 車專1教ニ テ10

分 間 遠 心 沈 澱 ス レバ、 最 上 層 、 中 間腰 、 最 下暦

ノ3層 轟分 レル,,・一ス ピ ッ ツグ ラ ス」テ静 二横"

ス レバ 、 最 上贋 及 ピ最 下 層 ハ自然 二流 レ落 チ、

中 間層 ノ ミ残 ル.

コ ノ中 間暦 ノ ミ テ検 鏡 シテモ、 十分 集菌 サ レテ

ヰル ガ、 爾 、後 麗 置 ト シテ、 コ ノ申 間暦 ノ倍 量

ノ「アル コホ ー ル」テ加 へ、 擁 搾 シナ ガ う、 更 二

藪滴 ノ「アル コ ホー一ル」テカIIフル時 へ 液 パー一一一A

透 明化 シ タ爲 、 再 ビ稽 く漏 濁 一ヘル.

コ レテ再 ビ、5分 間遠 心沈 澱 ス ル。 コ ノ沈 漬 ハ、

中 間暦 ノ約Yi、 位1・ ナ リ、コ レヲ検 鏡 々 し時 ハ、

極 メ テ巧 二集 菌 締 レ タ結 核 菌 群 ヲ見 ・コ トガ出

來 ル.

本 法 ノ特 徴

四 、

〈6>喀 疾 ヲ水 デ薄 メ ル コ トデ シナ イ故 、 一 時

二多 量 ノ喀 疾 ヲ使 用 シ得 、 從 ツ テ、 集 薗 法

ト シテ合 理 的 デ ァル.

(の 集 菌 促 進 飼 ト シテrク ロ 質 ル ホ ノ・嘘 」テ使

用 セ ル タ メ、 総 テ ノ結 核 薗 テ巧 二 集菌 出來

ル コ ト

/ハ〉操 作 複 雑 ノ如 ク見 エ テ、 極 メテ短 時 間 内

∴施 行 シ得 ル コ ト.

コ ノ ノ∫法 ハ、輩 二喀疾 ヲ等 質 流 動 化 シ テ結 核 蔚

テ遠 心沈 澱 セ シム ル他 汽 「クロ ロ ホ ル ム」ユ ヨ

ル沈 澱 促進 作 用 ヴ利 用 シタモ ノデ、 一 時 轟 多量

ノ喀 疾 テ検 査 ン得 、操 作 簡 易 轟 シテザ{一分實 用

的 且 、 優 秀 ナ ル ノ∫法 ト考 へ ・け デ、 つ コニ!獲表

シ テ、 諸 家 ノ御 追 試 ヲ御 願 ヒ シタ イ ト思 フ。

コ ノ ノブ法 テ 閉鎖 性 ト思 ハ の 曜3例 二就 キ調 くご

タ結 果 ハ次 ノ如 ク デ ア ツ タ.

第23表 各 集蔚法蛇 二輩純検鏡 法 ユ 掛 し

喀疾 内結核菌陽性率

梅 査1、

。～ 鐘＼轡 鏡坐 脚　搬
63例髄 騰 際

「ツベルク リン 反磨二就 テ

「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 二 就 テ ハ,今 更 贅 言 ヲ要 セ

ヌ カ ラ、 詳 シ ク ハ 述 べ ヌ ガ 、 早 期 獲 見 ノ意 味 カ

ラ ハ 、 主 ト シ テ初 感 染 ノ場 合 二 、 ソ ノ意 義 テ 見

出 ス可 キ デ ア ツ テ 、 コ レ ニ就 テ ハ 後 述 ス ル.

口差、 溢三意 ス ベ キ ハXマ ン ツ ウ氏 反 癒 ハ 、 叡i二4司

知 ノ如 久 「ツ ベ ル ク リ ン」溶 液 ノ濃 度 轟 ヨ ツ テ、

ソ ノ陽 性 率 ガ 多 少 左 右 サ レル カ ラ 、 コ レ ガ判 定

.ニ ア タ ヅ テノ、注 二童 ヲ 要 ス ル 藩

吾 々 ノ調 ベ タ ト コ ロ ニ ヨ ル ト、

即 チi2000倍 陰 性 者 モ 、10)O倍 デ ハ5.8%ガ 、

500倍 デ ハ7.2f今 、ガ 、100倍 デ ノ・、13.4場 ガ 陽 性

トナ ル 故 、2000倍 陰 性 デ ・・、 必 ズ1(ノ0培 ニ テ再

検 シ テ 、 「ヅ」反 慮 ノ陰 陽 ヲ決 メ ・しベ キ デ ァル.

コ レ ヲ 「レ」線 所 見 ト比 較 シ テ 兇 ル ト次 ノ如 ク ナ

ル,(詮 明 〉

第24表 「ツ ベル ク リソ」溶 液 濃 度 蒜 ヨル

Mant◎ux氏 反 磨 陽 性 拳 ノ差

2〔》(匙τ職 膿 蘇 門 ソノ聯
1601人1000倍(十)103人5.8%

654人500倍 駄十>47人

1649人 100倍)十)222人

7.2%

13.4%

Mant◎ux氏 反 臨2000倍 陰 性 者

/↓ ＼
1000倍 デ …500倍 デ ・・100倍 デ ・・

r).8「t"っ7.20。 、13.4wゆ

　　 ヨ

陽性 トナル

即 チ、 コ レ等 ノ表 ヨ リモ分 噸"へ 軍 二2000倍

陰 性 ノ ミニ テ、 感 染 ノ有 無 ヲ論 ズル タハ、 相 當

度 二誤 差 アル ベ へ 吾 々ハ 必 ズ10⑪ ・倍卜迄 施 行 シ

テ、 コ ノ誤 差 鋳出來 ル タ輝 除 外 スベ ク、 又 同 時
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第25表 一・ン「ツー氏 反鷹(2⑪⑪0倍稀繹)

陰性 率曲線 被検者総籔7665人

陰牲 者(4609ぺ

琴`〃

〃
ぐ
ノ

、
～
'

ぐ
ー
〆

卿

沼〃

卿

〃〃

lll欝 翫蓑裂
二 、 「り 線 所 見 ノ ミデ結 核 性 疾 患 テ、 殊 二、 ソ

ノ攣 化 不 明 ナ ル モ ノ轟於 テ云 々 スル コ トノ、誤

リヲ來 シ易 キ コ トデ指 摘 シ タイ。

要 ス ルニ 、 肺 ノ所 見 アル モ ノニ於 テハ 「レ」線 診

断 ガ、肺 盈所 兇 ナ キ カ、 攣 化 不 明 ナ ル モ ノニ 於

テハ、 「ツゴ反 慮 ガ、 ソ ノ数 能 テ ヨ ウ多 ク議 揮 ス

ル モ ノデ アル コ トガ言 ヘ ル デ ア ラ ウ.

第26表 ギツ ベ ル ク リ ソ」濃 度 別 ニ ヨ〃

マ ン ツー氏 反 慮 陰 性 率 曲 線

1000倍 陰 性 率 曲 線

500倍 陰 性 率 曲 線

一一 一一100倍 陰 性 率 曲 線

紹〃3t7

5ve

勿

初

2躍

を血ゾ

今
㌔
三

三

'!
昂

嘘

、

じ

ご
、

魂

ρ
蓬

調

毎
.∫

」、准ピ
}

㍉

F

・禽

巾

レ

ソ

ト

ゲ

ン

ミ1=

勢 肺

叢諺

癖

五 、 赤 血 球 沈 降 速 度 二 就 テ

赤 沈 速 度 二就 テハ 、 今 日、 蔑 二殆 ン ド研 究 シ盤 サ レ タ感 ガ アル ノ デ、多 ク ラ蓮 ベ ル必 要 ハ ナ イ、

第27表 赤沈1時 問値"fVJ線 所見 トノ比較 く女學生1703人 ニツ キ)
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藩

♂

〃

〃

!

〃

4 〃一んππ 、!瓦 必 厩 ∫ 匠 ノニ ノ/→

第2S表 赤酒 儀時閣値 ドX線 所 見 トノ比較 中學 生11侃 人轟 ツキ〉

多
〃

∬

朔

躍

勿

"

〃

吾 々 ガ男 女 中等 學 校生 徒 約10GO名 ・x::.就テ、「レ」

線 所 見 ト、 赤 沈1時 聞値 テ比 較 シ テ見 タ結 果

ハ 、 次 ノ通 リデ η レ.

即 チ、 既 二言 ハ レ テヰ ル如 ク、 赤 沈 速 度 ・・、 早

期 嚢 見 二於 テ、 一 定 ノ指 針 トノ・ナ ル ガ、 絶 封 ノ

標 準 トハ 勿 論 ナ リ得 ズ.

赤 沈 速 度 ガ早期 叢 見 絶 重要 ナ償 値 ヲ有 ス ル場 合

(コ レユ就 テハ後 述 スル/モ ア リ得 ル ガ、 シカ シ

乍 ラ、 一般 二言 ツ テ、 赤 沈 ノ儂 値 ハ 、 集 囲 検 査

ヨ リモ、 各 価 ノ病 勢 ノ推 移 ノ判 断 二於 テ、 見 出

スベ豊キ テ ア ラウゆ

六、結核性疾患二於ケル各種臨鉢的諸観察

次 二、 從 來 、 臨 林 家 ガ、 ソ ノ目 ヤ手 デ以 テ、簡

輩 二観 察 シテ來 触 酬 木的 論徴 候 ノ観 察 夙 肺

結 核 ノ早 期 縫 見 ト豫後 二 關 シテ、 ドノ程 度 二意

義 ガ ァル カ、 從 來 言 ハ レテ 牛ル殆 ン ド総 テ ノ症

状 、 ソ レ ト吾 々 ガ新 シ ク注 意 シ タ徴 候 二 就 テ観

察 シ タ.
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観 察 シ タ事 項 へ 主 二左 ノ如 キ事 柄 二就 テ ・"ア

ル ガ、 コ レ ト、 疾 患 ノ輕 重 、 経 過 、 病 型 トノ間

ノ關 係 テ統 計 學 的 二検 討 シテ見 タ.一

第29表 観察事項 ノ大要

頬 部 潮 紅

蓋 恥 潮 紅(胸 部 型、胸 腹型)

轟 毛 密 生(顔 面.胸 腹背部、四肢)モ ミアゲ

乳 嚇 蟹 ぐ大 サ、形、 周園皮膚面 ヨリ ノ凹凸)

乳嚇 ノ高サ及 ビザクビ リ

鎮骨上窩 昭凹

モー レソハ イム氏窩陥凹

肋間筋 ノ緊張弛緩

胸廓呼 吸i運動 ノ後曳

リツテ ソ氏現 象 ノ減 弱

第十肋骨端 ノ遊 離

姿 形 概 詐(無 力型、肥浦 型、圖士型)

口 唇 粘 膜(Tbc暑 、S一唇)

多 汗(顔 面、胸部、 腹部)

特登性筋攣縮

反 射 充 進(腹 壁 反射＼ 腱 反射、 起毛筋 反射)

皮慮小血管搬 張(顔 面、胸部、腹部 ㌧

蜜 疹(痙 癒、灘疹、帯状 旬行疹、枇糠疹)

皮 虜(蒼 白、繊 細、皮 庸標 記症)

骨 賂 筋 緊 張(弛 緩 、正常、増進)

頸部 淋 巴腺腫脹

歴 診i鮎(腺 黙、 鎮骨上1貼、 胸椎 鮎、 肩脾骨

1貼、信帽筋鮎、磐部 鮎、結 腸黙、薦

骨黙、廻 盲部 鮎)

從 來 づ ノ種 ノ診 噺 法 ハ近 時精 密 ナ ル診 漸 的 検 査

法 ノ進 歩 ト共 二、 忽 轟 サ レ勝 ノモ ノデ アル ガ コ

レ等 ノ緻 括的 検 査 ガ決 シテ無 意 義 ヂ ナ イ コ トガ

分 ル。

封 照 トシ テ ハ 「レ」線 検 査 、 赤 沈 、 マ ン ツ ウ氏

反 慮 及 ピ打 聴 診 デ、 健 康 ト診 噺 シ タ中 等 學 校 生

徒77名 テ選 ンダe

患 者糖 藪 ハ左 記!如 キ153名 デ ァ)L,,

各観 察 事 項 ノ陽 橦 傘 テ比 較 シテ、 ソ ノ意 義 ラ見

出 ス ノニ、 究 ノ如 キ統 計 學 上 ノ公 式 ニ ヨ ツ タ、

P,～R

ぐ墨00二Pゆ+P・ σ0{』1'黛㌧3有 意義
織葦9窪

・・ ∠3有 意 義 ナ ラ ズ

旭 シP裏,P2ハ 夫 々例 轍ftl,恥 二罫 ス ル アル

襯 察 事 項 ノ陽 性 奉(%)

㍉

襯
一

一

嘉
2

ヂ
3
9触
。
2
4

5

5

4τ

Q》

3
9』

一　

塾

快
髪
行症症症

翌

等

察

軽
中
重
輕
不
進汀ーLー

…
肇
』

慧
別

㎝

「

6

54らδF◎-轟2左右雨左右爾

著し

f』
糧}

し

及
核

炎

藻

膜

肺

肺

肋ー1華tー{ー1
…
…1ー病型及患

側

別

mバ患疾部胸「
i

34

}
炎
核膜結腹腸

i
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七、肺結核ノ早期襲見及 ビ豫後 ヨ リ見タル初感染結核 二就 テノ

ニ、三ノ観察

本 邦 青 少年 二於 テ、 結 核 未 感 染 者 ガ茎 ダ 多 ク、

從 テ成 人 蹄結 核 ノ護 生 二於 テ初 感 染 ノ問題 ガ甚

グ重 要 ナ地 位 テ 占 メ ル コ トガ、 圭 トシ テ小 林、

熊 谷博 士 等 ノ業 績 二依 テ明 トナ ツ タ.

吾 々 ノ検 査 ニ ヨル モ、 吾 國 ノ青 少 年 く15歳 前後

一20歳)za於 テ ハXソ ノ孚 藪 内外 ハX結 核 ボ 感

染 者 ト考 ヘ テ 欝 カ ラ ウ ト思 フ.

從 テ、 肺 結核 ノ早 期 登 見 二論 ズル 瓢當 ツ テハ 、

コ ノ問 題 二就 テモ、 必 ズ言 及 ス ル必要 ガ わ レ.

吾 々ハ 、 コ ノ3年 來 、 九大 看 護 婦 二於 テ、1ツ 」

反 癒 陰 性 者512各 轟就 テ}… 定 ノ間 隔 テ置9テ

定 期 的 ノ「ツ」反慮 検 査 ・・一施 行 シ、 ソ ノ中133名

ノ「ツ」収 癒 陽 轄 者 ナ見、 づ レ等 ノ初 感 染 者二就

テ、 嚢 病 、 健 康 駄 態 、 臨 林 的 症状 ソ ノ他 テジツコ

反 鷹 、 赤 沈 、 「レ」線 窮 眞 等 ニ ヨツ テ、 出來 得 ル

限 リ詳 細 二調 査 シ、結 核 未感 染 者 ガ、 結 核 感 染

後 、 如 何 ナ ル時 期 二、 如何 ニ シテ登 病 シ、 如何

ナ ル経 過 ラ トル カ ラ調 べ 、結 核 ノ早期 獲 見二 資

セ ン トシ タ

〈イ〉 感 染 傘 及 ビ登 病 傘

前 述 ノ如 ク、 「ツ」反 鷹陰 性 者 、512名 中、 約3

ケ年 ノ間==、fツ 」反 癒 陽 轄 セ ル モ ノ133名 デ ア

ツ テ、 陰 性 者 総 撒 ノ26先 ニ ア タルe

コ ノ133名 ノ初 感 染 者 中 、30名 即 チ、初 感 染者・

ノ22.5'・,.ガ結 核 性 疾 患 二罹 患 登 病 シ タe

余 等 ハ 「ツ」陰 性 者 ノ3分 ノ2二 封 シ、B。C.G豫

防 接 種 テ行 ツ タ ノデ アツテ、 ソ ノ爲 ニ ゴ ノ登 病

傘 ハ、 幾 分 少 ク ナ ツテ ヰ ル ノデハ ナ イ カ ト思 ハ

vル ガ 、 ソ ノ詳 細 ・・一就 テハ、 日本 臨 躰 結核 第1

巻 、9、10、11號 二 獲 表 シ タカ ラ コ づデ ハ述 べ

ナ イ癖

(ロ)初 感 染時 ノ自魔 症 朕 ト、 爽 病 寧

第30表 初感染時 ノ臼麗症状及 ビ獲病 率

初感染者総轍133名

臼罷症状全 ク無 キモ ノ60名k45,1%)

何等 カ ノ自畳症状 ア リシモ ノ66名 〆49.6%)

不明 ノモ ベ 退學 ナ ドデ米調査)7名

臼魔症駿 ア リン者66名

中登縮3・ ←45.496>〈繋 雛 講瀾 等_ill

非 獲 病 者36(54。6%)

獲 病 者 ノ初 感 染 者 総 轍 二封 ヌ ル 割 合 ・・22v5%ナ ウ。 即 チ初 感 染 者 ノ22.5%・ 磯 病 」…rv3>

ニ ナル 。 而 ンテ初 感 染 者 中 自麗 症 駿 ノア リシ モ ノ ノ中45。4%ガ 獲 病Ptrv=ト ニナ ル。

帥 チ}よ 感 染 者 ガ感 染 ス レバ、r・ソ」反 慮 陽 轄 ノ

前 後"於 ア、49。6%ガ 、 何 等 カ ノ自俺 症 歌 テ呈

ス ル 。

づ レハ諸 家 ノ例 轟比 ブ レバ、 多 少 ソ ノ率 ガ 高 イ

様 デ アル ガ、「ツ」反 慮 陽韓 音 テ ヨ ク訊 問 ス ルF、

約 ソ ノ孚藪 ガ 自魔 症 状 ヲ呈 スル.

ソ シテ、 自魔 症 状 テ 呈 スル モ ノノ約 半籔(45 .4

%〉 ガ獲 病 シ、 牛 数 ハ 自魔 矧 犬ハ アノレガ 叢 病 ハ

シナ イゆ

(ハ)初 感 染 時 ノ自覧 症 状

第31表 臼鷹症状 ノ種類

微 熱37例

胸 痛 叉 ハ 背 痛27

全 身 倦 怠 感21

肩 凝21

咳 漱18

喀 綾10・

結 節 性 紅 斑7

毅初感染 者133例 中7例 ナ〃故5・26%二 當ル)

頭 痛5

盗 汗4

疲勢感、足 ガダル イ、肘關 節痛各 ・・3

血疲、盤 重減少、心悸充進、 呼吸

困難、腹痛各1



第12號 】 貝 田r肺 結核 ノ早期登見 塾豫後 脳

熊 谷教 授 ソノ他 三 碧ル詳細 ナ登 表 ガ アル ガ、 吾

々 ノ例 デ ハ 、31表 ノ如 ク デ アル.コ レ等 八 九 テ、

肺 結 核 ノ初 期 症 状 トシ テ周 知 ノ徴 候 群 デ アル.

コ ノ中、 結 紐 ヲ約5.3姓 沸 兄 タa結 紐 ノ水 態 二

就 テハ、 既 工(日 本 鶴 林 結 核 第1巻 、第7號)二

連 ベ タ カ ラ、 ココ デハ 述 べ ヌc

己 二述 ペ タ様 轟 自費 症 状 ヲ訴iヘ タ カ ラ ト言 ツ

テ、無 論 、 是 レが巌 チ ニ結 核 畿 病 ト法 論 ス ル羅

二 八行 カヌc

シ カ シ、 ソ ノ約 年 数 が褒 病 ス ヌレノデ ア1Lカ ラ、

初 感 染者 二 於 テ、 白魔 症 状 テ 訴 ヘ テ 來 タ ナ ラ

バ、 ザレ」線 検 査 、 赤 沈 検 査 、 ソ ノ他 ノ検 陛 ヲ怠

ツ テハ ナ ラ メ ト考 ヘ ル.

〈二)初 感 染 者 ノ赤 血 球 沈 降速 度

(A>叢 病 者 ノ場 合

初 感 染 者30名 中r未 感 染 時 代 ノ赤 沈 値 ト、磯 病

初 期 ノ赤沈{直 ト ノ南 者 ヲ比 較 シ得 タモ ノへ11

箪32表

姓名礪1襟
41

病 名

左 肺 浸 潤 一一+空洞

性 肺 癌

例 デ アツ テ右 表 二示 ス如 クtボ 感 染時 代 ノ赤 沈

ハ 平均9.0粍 デ アツ テ、 獲 病 初 期 ノ 赤 沈 ハ 、

63.2粍 トナ リ、 著 明 ナ ル促進 テ示 シテ ヰル.

(B>非 縫病 者 ノ場 合

初 感 染 発 装 病 者 デ、 「ツ」反 懸 陰 性 時代 ヅ赤 沈値

ト、 「ツ」反 懸 場 轄 後 ノ赤 沈 値 トナ比 較 ス ル ト、

rツ 」反 癒 陰 性 時 代 ノ赤 沈 ノ 牛 均 へ8.9粍 デ ア

ツ テ、陽 轄 後 ノ赤沈 ノ李 均 ハ、12。6粍 デ アツ テ、

即 チrコ ノ場 合 二 八、感 染 ノ前後 轟於 テe著 攣

ヲ爪 サ ナ イ鑓

コ レニ ヨル ト、 初 感 染 ノ場 合 、 赤 沈 ノ アマ リ促

進 セ ヌ モ ノハ 、 サ程 、 恐 ル ル 二 歩 ラ ヌガr著 シ

キ促進 テ示 ス モ ノへ 甚 ダ警 戒 ス〈・キ モ 掛 思

ノ、 レ メレ.

(ホ/初 感 染 時 ノ「ツ」反 癒

初 感 染 者 ノ 「ツ」反 鷹 ハ、 余 等 ノ 例 デハ 左 ノ如

ク、 大 部 分 σ8.2%)ハ 、 強 陽 惟 テ示 シ タc

217

1223 90

、2123108

1血2・3。

一 一 ・一1

i2117、 。2

;:

20

ヨ ー「「20幅

18

18

17145;

27

肺浸潤

左肺浸潤蕪結節
性紅斑

肺門浸潤

↓
血

核

雌炎

r

精

膜

潤

)

肋

浸

布

炎

生
…市
」
敵
旗
魚

セ

の

さ

て

灘

側

疏

腹

右

雨

行

性

肺門浸潤

6

.
))

2013

18

李 均

右乾性肋膜炎

g83附 肺 門 淋 巴 腺 腫

9.0・63。3

53{儒 翻 力膜 炎

一一一:

6右 酬 』11三肋 膜 炎

7斐)右 肺 門1'r潤 イf灘i性肋 腹 膜 炎

ミロ 煽て　 ヤロ　　 ぬ　

:右 混1耀1肋 膜 淡 展

犠..

直径30粍 以 上97名(20/78,2乞 、

直径20粍 一29粍12名(3/9.7%

直 径10粍 一19粍11名(2>8.8%

直 径9粍 以 下4名3.2%

(}内 ハ 水癌 形 成 者 ヲ示)㌔

一 般 二 者 ヘ ラ レテ ヰル 様 へ 初 感 染後 バ ツ、

ア レルギ ー」へ 波 長 ヲ描 イテ徐 々二 高 マ リ、感

染 後 牛 ケ年 内外 ノ間 ニ テ ィテ、Hyperallergisch

ノ歌 態 二 達 スル モ ノ ト考 ヘ ラ レルC

(へ/ヂ ツ」反 鷹 陽 轄 ト、肺 結 核 又 ハ 、肋膜;炎護

病 トノ時 間 的 閣係'

吾 々 ノ結 核 豫 防 上 、 モ ヅ トモ努 カ ヲ要 ス ル づ ト

ハ 、 ソ ノ感 染 防 止 ト同 時 二、 ソ ノ蕨 病 防 止ニ ァ

ノレ鑛

從 テ、 結 核 感 染 者 二於 テ、 感 染後 、最 モ獲病 シ

易 イ時期 デ知 り、 ソ ノ期 間 中 ヲ充 分 監 視 シ、 保

護 スル トス レベ 吾 國 ノ結 援 護病 率 ユ甚 大 ナ ル

影 響 ヲ及 ボ スデ ア ラ ウ コ トノ・想像 二難 クナ イ.

吾 々 ヅ1938年4月 以 来∫ ツ」皮 癬:陰性 考512名

二就 キ 観 察 シテi初 感 染 ス ル コ け 確 メ 得 タ

133名 中、30名 ノ獲 病 者 ヲ得 、 ソ ノ中 、17名 ・1

肺 又 ハ肺 門 ノ浸 潤 デ ア リ、13名 ハ漁 性 肋 膜 炎 デ

ア タCソ レヂ一覧 ス レバ 別 表 ノ如 クデ アル、
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別 表 ノ1 ギツ」 反 懸 場 樽 ト

ll最 ヨ期

最終陰性年月日 最初陽性年月日 震病期 農Ψ
1一

_._________乱___

、)ノ 間
一 ド　

内 …

1。

K

193810.5}

2000×

、(一)}

}

(1940導12.20100Q×25×25)

ξ

i193駄7{

」

9

而
欄 圃 …_圃 … 軸 楓 欄 圃w圃F園 圃"圃踏碑貯 旧_h-i圃}7罰 … 闇圃剛 湘 圃 _ヒ ヒヒー …{… ㎜ 國一 一皿

i

2.

K

1938㌢10肇5i1939養6,1

2000×(一)一100⑪ ×35×35
…

髄 重 減 少 、 全 身 倦 怠 、 疲 熱 感 、 肩 凝

胸 部 微 熱、 咳 漱1939、6終 の
Senkg-41(10/V∬1939)

1939幣6

1× ×

i 19
L、}四 幽囚ρ甲鞘 …{ ㍑ 構"… 而 枷

3.

K

…

1938,10.5

2000×(一)

i1939,6,1

1000x35x35

全身 倦 怠、 微 熱.右 胸 部 、 肩 凝 咳

嚥 、疲 熱 感(1939,7下 旬)
Se嶽k欝 一90(15/V皿1939)

1939.7

下 旬
10

1r一　_一 一 _一 助_一 ㎝一一「一 一「』 幽

4。

BCG

1938藤10渉71939,6,1

2000×17×141000×40×40
1939,7.9

11
一 一一 一一一一i ゆ

　.皿 一 一一一 一一㎜ 一一 一_　 　 .一 一 一

5。 1938,1{L5

1
2000x一) (1。撒 毅35) 吻 軟、微 熱(1939驚2) ユ939,24

{
… _P訥 一 一 一　 }一 一 一一 一_圃,一 圃一 一 ㎝ 子一子… 、 「 常 一 一 ㍗

[一P～～舶 一.7.一 一..一 」m一 柵1}　 牌 一占…

6.

BCG

193歌 いi194側5,9職 駄 豆貞痛(194q3)

100⑪x複 一){1000x6Q×45βenk琶 一24(1940,5,16)
1940.51

…

11

～ A}_一 ～臣w柵一 w一 …　} ____{… ぬ 圃}…階り一 士一 曲 一… 市内加 一階一 補訂…{

7。

BCG
1940,1.26

1000x(一)

1940,5.6

i1000x45×45{

Bla・e籍bildg

全身 倦 怠 、 微 熱 、 胸 痛 、 肘 關 節部 、

結 節 性 紅 斑 、S
繍k黛 一108d94q5初 メ)

・・_凹_ゆ 一_

1940.5 3

鱒一 …_ _.__『_二____『_.『_一 国___ 一_鼎 留____.m_憎"

8.
弊G

、。群 録 、3

と

繍'16身3・)

全身 倦 怠(1940,2)・

微熱 、 全:身倦 怠、 盗 汗(1940箏5)
Se織kg-9(1940警5撃12)

194q2 8

一一四_____㌶___『. 「予歴… … 一}一 … 吊

勺.

K

193無 いi、 謙 葺きノ47
2000x(一)・Blasenbildg

全 身 倦 怠 、 盗 汗 、 咳 漱 、 微 熱
Senkg一 一40(1940,2,27)

1940事2 2

10.

K

一 一 一 冒 一 騨艀…「「閲「閲而「… 擢…

1940,2.6

100{}X戸)

・… 一…

1940,5.7

1000×20×20
…

… 「

1940嘩5,29突 如39ひ ノ饗 熱 、爾 後

39。前 後 ノ弛 張熱 、 咳q軟、 頭痛 、疲 勢

感 、全 身 倦 怠 感Se磁g-20(4/VI1940)

19魍 3

一
　 「 一「へ 一一 一㍉_ _響ww-r_一 一_r　 官「買r一 丁 一 一 孔一7占 　r 一}暫 一 『 了

…1940
,2,6 1940,2n.b. 1

ト

11.

齪 切{
一 一 』

1939,12.9

5・・×(一){1輪 講 藁50 1940,9,24,盗 汗,喀 血

S襟獄k癩一40(41×1940)

1940.91 9

_僧一一 … 　 一… ….ヨ.一 』 混乱… … 『 画 一 」h一
一一一一一_一

12.

K

1938,5.18

100X(一 ン

臥

全身 倦怠、心悸先進、微熱、 左背痛
(1938,8)

1938.8 3

一㎜… 一 一 ■暫 」一曲一 頃 甲澗」阜 凹 _{{一 一 ←一一 一土匪_へi　 一{雫 一}一 曲一 口 唱 一 一

13。

BCG

193鉄 気21193敬1q7

12… × ・一 鋳;2…x35x35

微 熱 、 左 肩 凝4939雫6初 ゆ
S¢nkg-3049/V皿1939}

193駄61Ul

_一 一一 一_庸 …圃…」 　 肋_
ト ー 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一一一 一 一一一 ・1

一 一 一 一 一 一 ヒ一 男 肌 曲hi-h一 一 一 一 一r一 一 一一 一

14.

K 蹴 ÷」
…

1939.7 2

L_一　 -_…_一 酌… 一 圃圃 甲 一 　 ワ 漁 一・『 マF一 圃…耐 一 酌而層面　 [一 偏㎜m齢}

15.

K

1939,7.22

2000× く一 諾

き

;(1940争10,52000×51×40)
§

全身 倦 怠 、11940、6頃 遡 り)、 血 痕

5H間 ソ ノ後 喀 疾d94q9,181

Senk鍔 一60史1/X1940>

1940辱6 11

一 一_幽 幽__四_モ 州㎜ 岬隔hぞ … … ㍑了 … 世 世

16. 、1937,7.22 コ
K

{一 一

1939,2箏10{2000×40x40

_;B1・ ・e

左 胸 痛 、 微 熱(1939,10

w罹__{〔_曹 声 一曲7　 冒一一 一一顎 ワー

1939.10

18

1

17.

K
・93鉱22/2澱 鋤

…

』_}"

38℃ ノ凝 然 、 咳 漱 、 喀 疾 、 左 胸 痛

(1939,8月 一12月)
Senkg-47(V皿1939)

193黛 『

… … ド 一一

1
2

KKontroel
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肺 結 核 顎 病 ト ノ 時 間 的 關 係

期

間

ヨ

リ

ノ

最
初

(
+
)

1

2

1

・0

0

0

0

7

9

3

召～ 均

9ケ 月

以下

胸 部 「レ」 線 所 見

左 第 二肋 骨 ノ部 二einigeknetigekfilt

5

6

左肺中野 二初感染寝潤 及ヒ肺門淋巴腺腫脹

繍1:§)轟 謄 翻 奎羅驚墓髄
(1939、12,28)

5

4-一 一

右 第1肋 間腔 轟 示 指 頭 大 、蜂 塊 状 ノ浸 潤(
1940,3,28)

鰹 臨 繍 昊大/liQiwa〈1939・12・27)1

5・5轄 器 ㌣ 獅 鋼 アリテ右肺門灘 ヲ認

91
.51左 肺 上 申 野浸 潤(1940,5,8)

8… 織 蹴 醜 饗二近粥 指鰍 ノ灘
_,一__:一._一 一一___。 一一一。 一 一.__

1

1。5

左

i奈灘 貰臓1飾1蔓 鮒 野鶯
智

1左胴 淋巴腺麟 彌 側噸 行獅(194・,5,;
20)、 急 性 粟 粒 結 核(1940,6,4)

s

8

3以 下

01

左 肺 門 部 及 左 申肺 野 二墳 殖 性 陰 影 、 左 肺 門
Schwietenbildg(1940,12,26)

左肺門陰影僅二増大

鱒難纏撚1轡
12,10,,

2以 下 僅 カニ肺門陰影 ノ墳大

潅

・・以下 麟 鎌 鹸 雛 臨t㎞1蹴 臥16[

1

1

_隻 ㌔ 皿蹴 一小指塑 浸1閏

2以確 鷹 臨 艦 騰 馬 　脈h㎞ 瀞i

}左肺嚇 像　1939,11,4く 左脚 膿 潤、左第1
l

i

覇

灘
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別 表 ノ2 「ツ」 反 懸 陰 韓 レ

…購 醐H鵬 醐 …1蛮 病年月鋼

.1________。L_.。._Yノ 固

1蜜 旦 蹴 ⊥ 一 難 搬ll迦 ∫1曝3ケ月

セ 璽『 総1∴L_惣 難燃嘱響響迦i㌔

皇;=ll瓢叢灘 熱熱:瓢∵
　 　 　 　 　 　 げ　 り　 　 　 　 　　 　　 　 　 　　 　 　 コ　 　 　　 　 　 　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　 り　　　 ト　 　 　　 　バ

5・璽 叫
1徽'f7畏い 燃 謹25嚴10漁1欝 欝 泌1蹴5…3

6順 騨 ■i
1。畿?6/1。1難9≧ 欝 ・欄 痛・蝋190,27

一 一i一 一一 一 一 一一.一 一 一.一 一一 一一一.一 ….一 一一 一一 ・ 一、一..～ ・

7・璽騨 ■i
、。融lb/Ul:193鉱7ド

　 　へ　 　 ド 　　 　　 　　 り 　ミ 　 　　 　　　 　　 　 　 　　 　 　 ゴ　 　　　 　 　い 　

∴ 聖日 一隅 一1ρ寵5L。 一陣 瓢1gr蟹_避 牢.
9・唄一!賊 勢 ㌧韻

Q錯8蕪 全暴騰IX193創 細;7
iドi

唄一曲 雪 避 塾 繋 駕 欝病_趣 ☆
11唄 ■ 隔 鍔12激 職7騰 二聯194邸'11蹴5}7
12・r臼ir了搬 蕊1避 雪面 饗 総 噸 璽

=1946[ll函憾1τ

面白厩海藻 轍鮒 温 品ll癩 マ
liBlaseI、}

K:K◎ntroll

〈Al「 ツ」反 癒 陽 轄 ト肺 結 核 夷 病 ト ノ時 間 的 關 係/17例 〉

第33表 『ソ」反 旛 陽簿 ト肺結 核 螢 病 トノ時 間 的 關 係,17例'・

「ソ」最 初 陽 纏 ∋ り螢 病 迄 ノ期 間
1ギ ツ」最終 陰 性 時3り 蜜 病 迄 ノ期 間2

ケ 月以 内7例12ケ 月以 内3例
3ケ 月 以 内1,,13ケ 月3,,

7isli,4,,1,,

9,,1,,…8,,2,a

『ソ」陰 性 ノマ ・ ソ ノ後 不 槍 ∴ジテ 螢病 セル モi9"4鱒

ノ 」 ツJ最 終 陰 性 時 讐 り狡 病迄 ノ期 間110"1"

2ケ 月 以 内2例.11け3鱒

珪::1::1「 ツ鵬 聯 蹴64 .7%)/
、6例

需ii{;口 論 月lii /(94・1%)
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肋 膜 美 漿 病 ト ノ 時 間 的 蘭 係

最3期
貼

‡燗
李 均1

1一

3ケ 月

1以 下

胸 部 「鞠 線 所 昆

右 肺 門 陰 駈 ∫曾 妖1939奪9、28

右 灘 件 肋 職 炎

{f月市1ヨ…ii二fj註こミ・芝1閏191(1馬2、11身

右 浬 性 肋 賦ゴ炎193～)、12

経 過

右 肺門 陰 影 増 ナ1939、9う28㌧ ∵ →右 漁 性

肋 膜 炎一 右 肺 門 附 近浸 潤 → 結 核性 腹 駿 炎 鞭 腸

結 核/1939,12一 死 亡 ぐ1940,4,6.

↑

2

7

蘇 月 耀 濡 搾ハ韻 監1:謡菱一雨側腕浸潤血繰 籍腿難ll壷 婁≧姥 蠣 閥 蟹

右測 生肋 膜 炎19鍬f2 右灘 性肋 職 炎(1936
,ユ2→ 右 上 肺 野浸 潤 及 同4.5イ 円市上 野 二 「レ ソ 擁 豆大 ノ浸 潤1939、 ↓、 側 肺 門浸 潤 →快 輕15及

ピ同 側肺 門浸 潤

11右 乾 性 肋 職 炎Pk-nritisdiax>hragmatiea .]右 乾 性 肋 膜 炎/:1940,1→ 輕 快

0 ・・5鱗 謙 群194(職3 右灘 性肋膜 炎ぐ194⑪,⑤→輕快

7以下講 懲 欝 勲 鰯 二瀦溜)祐酬 淋畷 幾性肋噸 鮪 肺購 巴鞭 脹楓 か

1

2以 下 僅二右肺門箔彫 ノ増大

7圷 雑 離 簾 麟3軌 ミ22 、

右醐 欝 勢 鰯 彌→輕快
な

灘驕轄雷難窮
…

4燃 騰 謙 騰 驚璽選欝辱織駄灘樵 裟

⑪ 2R、b.左 灘 性 肋 膜 炎 ぐ1940,7,29

豪琳

。1-一 葱

叢

710.5

左 灘 †生fi7)fiぢ{一炎 ・1YIO,5撃17

胸 水500ac・

右 葉 間 肋 膜 炎1940,8,23

騨 宝肋膜炎 猟5'

ノL湯 性 即」}i望炎 な1940、5

右 灘 骨 肋11∵淡194⇔.5

左灘 性肋 膜 炎19抑 、12

郎 チ、 肺 結 核 糞 病 者17名 中、「ツ」反 慮 陽轄 後3

ケ月 以 内 二幾 病 セ ル モ ノガ11名 〈64.7%)、7-

9ヶ 月 デハ16例 、 即 チ、殆 ン ド全 部 ガ牛 ケ年 内

外 デ幾 病 シテ ヰ ル.

即 チ、 肺 結 核 焚 病 ハ 初 感 染 ノ場 合v「 ツj反 感 陽

轄 後 、1ケ 年 以 内殊 二、 孚 ク年 内 外 デ起 ル コy

ガ最 モ 多 イ ト言 フ コ トニ ナ ルゆ

(B>rツJ反 懸 陽 韓 ト肋 膜 炎叢 病 罫ノ 時 間 的

閣係

郎 チ、 初 感 染 者Aシ テ、 肋膜 炎{後病 者13名 中、

「ツ」反 鷹 陽 轄 後3ケ 月以 丙 二畿 病 セル モ ノ ガ8

名/61.5%/デ 過 掌 籔 ヲ占 メ、 残 リノ モ ノモ、 全

部 ガ7〃 月 以 内 二 護病 シ テヰ ル.

郭 チ、 初 感 染 後ノ 肋 膜 炎 ハ、 ザツ」反 蜷 湯轄 後 、

牟 ケ年 内外 ニ ソ ノ大 部 分 ガ爽 病 スル モ ノ ト考 ヘ

テ ヨ イ

コ ノ事 實 ヨ リ ス しバ、 「ツ」反 癒陰 性 者 ハ 、結 核

感 染豫 防 二努 ム ル ト共 汽 ヂツ」反 癒 ヂ反 復 検 査

シ、 砂 」反 癒 陽 性 轄 化 ザ早 期 轟緩 見 シ、 陽 轄 後

1ケ 年 間 、 特 二孚 ケ年 以 内 ハ 、適 當 ナル庇 護 二
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第34表

rツ 」最 初 陽aSre華 登病 マ デ ノ期 間

2ク 月 以 内5倒

7ケ 月2,,

yソ 」陰 姓 ノマ ・ ソ ノ後 不 楡 ニ ジテ登 病 セ ルモ

ノ ・らろ 最 終 陰 性 時 ヨ 鱗登 病 迄 ノ期 間 ハ

2ヶ 月以 内1例

3,.2,,

7,,3,。

「ツ」陽 韓 後

琴ケ珊 内::∴ §輿㈱ つ 全部

「y』反旛賜轄 ト肋膜炎登病 レ ・時 間的 關係(13例)

警戒 ラ怠ラズ、肺結核乃至肋膜炎 ノ黄病豫防ニ

ツト人 或ハ ソレチ早期二獲見 ヘベク、努 ムベ

キテアル

(の 初感染黄病者 ノ轄蹄 ト豫後

ギソ」最 鶏 陰 性 時ai)登 病 マ デ ノ期 間

2ケ 月以内

3

4,,

6

7

14

15

1例

3,,

1,,

1,,

5,,

1,,

1鱒

初 感 染 叢 病 者30人 二就 キ、ソ ノ経 過 ノ模 様 ラ謁

ベ テ見 レバ
、 次 ノ表 ノ如 クニ ナ ル糖

◎ 印 ハB.C.Gラ 接 種 シ タモ ノデ ア リ、1>印

へ 接 種 セ ザ ル封 照 者 デ アル。

壽

初 惑 染凝 病 者
30人

⑩ 〆20、

莚

1肺 浸 潤

i肺灘 綾

第35表

5人 ノ輕 快

馴2、＼療養 中

/輕 快
9欠r・療養 中

肺門浸潤 ②7→ 空洞性肺弩
＼灘牲肋膜炎

肺門浸潤

協 膜炎

初 感 染 者 ノ榑 錨 ト豫 後 一覧

3尺 ①/2L

2ノ＼⑨

5人 ① 、4'

2K①:1

1人 →重 篤 、1

1人 → 結 核 性腹 膜 炎 → 死 亡(1

輕 侠3欠 ②.2

15∵ご血欄 布一粟粒結槻 亡i尺 、1>
＼
轍 膜炎4く 黙 鹸 ∴

へ

ー人
ε

8

ーの
勘

湯性肋臓炎7人

〆療養 中
＼腸結核

。。 快4K① 、3＼

療養 中1人 ぐ1)

肺浸潤 く血行性撤布)

肺 浸 潤t人_轍4藷

黛肺門渡 潤

乾性 肋膜炎1人 一・輕快1

コ ノ表 ヨ リ直 チ ニ 分 ル コ1・ ハ 、

1。

ノ カ ラ ・・、 肋 膜 炎 奨 病 者 ガ 甚 グ 多 ク、

血 行 性 撒 布 テ起 シ易 イ コ ト.

2,B・C.Gテ 接 種 シ タ モ ノ、

コ ト◆

今 、

轟 ナ ～レ、

肺 門 浸 潤(肺 門淋 巴腺 腫 脹 テ モ含 ム,ア ル モ

ソ ノ他 、

濠後 ガ 遙 ニ ヨ イ

コ ノ醐 係 ヲ詳 シ ク、 観 察 ス レバ 、次 ノ如 ク

a人11'

i人 → 死 亡 、IX

1人 →結核性腹膜炎 →死亡(1、

即 チ、 肋膜 炎 費 病 者13名 中、始 メ カ ラ肋 膜 炎 テ

起 シテ來 タ モ ノガ8例 、 他 ノ5例 ハ何 レモ蹄 門

浸 潤 アル モ ノカ ン毅 病 シ、 づ レラ全 部 ノ肺 門浸

潤 カ ラ見 レバ、29。4%ニ ア タルe

脚 チ、 コ ノ事 實 ヨ リ、肺 門 二浸潤 アル モ ノ ・約

3割 ノ・、4≧ ケ年 内外 二 於 テ、 肋膜 炎 テ起 シテ イ

ル コ トガ 言 ヘ ル グ ラウ、
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(4)初 感 染Kノ 豫 後 二

就 テ

登 病 者30%二 就 キ、現 在

迄(3,ケ 年 聞/ノ 経 過 テ見

レバ次 ノ如 クニ ナル
繊

吾 々 ノ例 デハ 、 大 墨 ノ看

護婦 デ アツ テ、 禺 來 ル ク

ケ早期 二覆 見 シ、 適 當 ノ

治 療 ヲ加 ヘ タ モ ノデ アル

ガ、 コ レ搬 リ見 ル ト、 初

感 染 者 ノ中、22.5%ガ3

ケ年 間 二獲 病 シ、 ソ ・中

16.6%ガ 重 篤 ト ナ リ、

13.3%ガ 死 亡 シ タコ ト ト

ナ リ、 づ ノ事 實 ノ、相 當 二

憂 慮 ス ー・キ 男 ト思 バ レ

ル 嬉

爾 、

ノ、、

_灘 肺務
ぢ)12 血行性撤布

第36表 鴛市fl擁ミ蔓 潤 者 ノ 玉璽 命

輕 快8人 ⑨6

療養 中2人(11

灘性肋膜炎
r29 .4%

1人 →重 篤 、1>

1人 → 粟 粒 結 核 一一・死 亡1>

5《翫総 3《饗∵ ∵
ぐ1人 ハ腸結核合併)

蹴3嚇{欝;起 シ燗

第 37

/確灘 牲13人.9メ{/ill3)i
ls!＼9傑

＼ 乾 性1人 ①

4人(4)

表

陣 快i療 養 中瞳 篤 死 亡
一 『 一

初感染饗病者 愚σ… 19(63.3%) 6毅20%){ 1(3.3%) 4σ3。3%)

B℃.G接 種 者 10 7(70%) 3(30%)1 0 0

K鮪 ㌃r◎11 20 12ギ60紛 13・15%、{ 15・ ゆ 4r20%)
4

コ ノ 表 諭 リ 直 チユ 分 ル コ トハ、 重 篤若 ク

死 亡 者 ガB℃.G.接 種 者 力 らへ1人 モ磁

テ ヰ ナ イ事 實 デ ア ッ テ、 コ ノ鮎 二 閣 シ テ ハ 、 日

本 臨 林 結 核 轟詳 細 二 報 告 シ タ カ ラ、 コ コ デ ハ 蓮

ベ ヌ,,(第1巻 、9、10、11號)

八、以上ノ総括的批評

各 章 二於 ケル総括 的 意 見 ハ、 ソ ノ鄙度 蓮 パ タ カ

ラ、 詳 細 ヲ省 クガ、 爾 、 …括 シテ、 余 ノ意 兇 テ

述 ペ レバ、 次 ノ 鷺 トガ言 ヘ ル デ ア ラ ウ。

肺 結 核 ノ早 期 獲 見 二 関 シ テ、 以 上 ノ諸 検 査

法 二就 テヘ ザレ ン トゲ ンJへ 肺 二所 見 ア …モ

ノ テ早 期 二登 見 スル上 二就 テ縄 封 的 ノ償 値 ガ ア

リ、 ザツベ ル ク リ ン」反 懸 ハ、 未 ノ蔑 感 染 者 ヲ調

べ 、 殊 二未 感 染 者 ノ感 染 ノ時 期 テ調 くごテ、 ソ ノ

後 ノ登 病 テ豫 防 スル ニ必 要 訣 ク可 カ ラザ ル モ ノ

デ ア リ、 喀疲 ノ 培 養 ソ ノ 他 ニ ヨル 結 核 菌 検 出

へ 時 へ 之等 ノ何 レニ モ檜 シテ早期 登 見 タ リ

得 ル コ トア リ、 殊 二、 ソ ノ豫 防 的 償値 モ併 セ考

フ レバ、 ソノ償 値 盆 支大 ナ ル可 久 赤 沈 モ、 早

期 褒 見殊 二病 勢 ノ推 移 ノ判 噺 二於 テ、 勝 レタル

ー補 助 診断 法 デ ア リ
、 更 二、 從 來 注 意 サ レタル

臨 抹 的 諸徴 候 二 閣 シテ ・・、 臨 黙 家 ハ須 ク活 眼 ヲ

開 イ テ、 づ しガ観 察 テ怠 ツ テハ ナ ラ ズデ ア ラ カ

ト考 ヘ ル。

九、肋膜炎縷過後 ノ肺結核護病 二就テ

初 感 染 二績 獲 シ タ結 核 性 疾 患 ノ中.43・33・ 二肋

膜 炎 ガ、 吾 々 ノ例 デ ハ登 生 シテ ヰ ・し.{無 牲 肋 膜

炎経 過 後 、 賄 結 核 テ覆 病 ス ル寧 へ 學 者 ニ ヨ ツ

テ差 ガ ァル ガ、10-30%内 外 二於 テ、 蕨 病!ル

モ ノ ト考 ヘ ラ レテ ヰ ル.

從 ツ テ、 肋 膜 炎 ト肺 結 核 登 生 トノ關係 テ調 くごル

ノ ・・、甚 タ必 要 デ ア ル.

余 ハ當 教 室 及 ゼ、某 傷痩 軍人 療 養 所牧 容 ノ肺結

核 患者716名 ・・一就 キ調査 シタ,,

ぐイ〉肺 結 核 二於 テ 既 往 轟 肋 膜 炎 ヲ経 過 シ セ

モ ノ ノ傘

次 表 ヨ リ見 ル如 ク、 肺 結 核 ノ約3割 へ 嘗 テ、
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、

第38表 肺 結核 中既往 二肋膜 炎 ヲ綴過

ジタル モ ノノ率

総 髄716

肋 膜 炎 縄 過 者uL至28

肋 膜 炎非 郭1渦K488

31.8%

68。2%

肋 膜 炎 ヲ綻 過 シテ ヰ ル づ1略 ナ ルe

/ロ/肋 膜 炎経 過 ノ有 無 レ豫後

即 チ、 肋 膜 炎 テ維 過 シ タモ ノ ノ中、47.0%ガ 、

肋膜 炎経 過 後 約5ケ 年 ノ中za、 重 篤 又 ハ死 二終

ツ テ ヰ ルガ、 肋膜 炎 テ輕 過 セザ ル モ ノ ノ ソ レハ

55.8%デ アツ テ、 ソ ノ問 二大 差 ヲ認 メ ズe唯 、

却 ツ テ、肋 膜 炎 ヲ純 過 シ 々モ ノ ノ方 ガ、 豫 後 良

好 ナ ル如 キ感 テ呈 スル.

第39表 肋膜 炎経過 ノ有 無 ト豫 後

励 膜 炎 …胴 嫉 計l

J経 塾 巻}非 純坐 _.一 一一一

ミ ＼＼

＼＼

豫 後 ＼＼

良

重 篤

死 亡

重篤+死 亡

計
…

鵜1雛)}濃 §ぶ 遭1の1

重 篤+死 亡1(107127247.0%ジ …(55.8ヲ6)

59毒125

(25。9鋳 ♂)1(25。7%)

48i147

、i21.1%)1(30懸1%)
一 ㎝ 「}　 　一 　

228:488
(100.0%):(100.0%)

一

184

〈25.7%)

195

(27.2%)

379
(52.9%)

716
(100.0%)

〈ノ、〉 肋 膜 炎経 過 者 ノ患 側 ニ ヨル豫 後 ノ差

第40表 ヨ リ見 ル如 久 左 側 肋 膜 炎経 過 者 ハ、右

側 二比 シテ豫 後 悪 シ 久 唯 、 爾 側 経 過 者 ガ、 却

ツ テ豫 後 良好 ナ ル ガ如 キ感 ヲ呈 ス ル ノハ 、 如 何

ナ ル理 ニ ヨル カ不 明 デ 艶 レ.

第40表 罹患鋤 ト豫 後

鵬
纏
錫
砺
瀦
瑚
瀦

腿 〃 瀦

一鑑4落 ガ拐
幽

隔 裾〃想4ノ躍

牌 濯〃

2
蕩一

詫 蜴
左 両

勢

〔==コ ー 予 ・後 農 綾チ

にZZコ …・望 篤

圏 一死 亡 着

何 レニ シテ モ、 肋 膜 炎経 過 後蕨 病 シタ肺 結 核 襲

病 考 ノ46。9%・ ・、 豫 後 重 篤 デ アル コ トハ、注 意

サ レネバ ナ ラヌ麟

く・=)肋 膜 炎輕 過 後 、 肺 結 核 護病 迄 ノ期 聞

肋 膜 炎 経過 後 肺 結 核 爽 病 者 ノ約6割 ハ、 経 過 後

1〃 年 以 内 二 獲病 シ、 而 モ4ケ 月 以 内 ガ大 部 分

テ ア ル.

第ll表 肋膜 炎登病 後肺結核登病迄 ♂期間
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第42表 肋騨 炎獲病 後肺結核登病迄 ノ
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重 篤
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ソノ後 ハ、 年 数 ノ纏 過 ト共 二、 順次 轟減 少 スル

傾 向 テ示 ス.

即 チ、肋 膜 炎経 過 後1ケ 年 ガ最 モ注 意 スベ キPt

トガ分 ル.

(ホ〉肋 膜 炎経 過 後 肺 結 核 獲 病 迄 ノ 期 聞 ト豫

後

肋膜 炎終 過 後 、 肺 結核 協奨病 一なル時 期 ノ長 短 二

ヨ ツテ、 肺 結 核 ノ豫 後 二關係 ア リヤ否 ヤ ヲ調 κ

岬タ ノガ
、次 表 デ アル.

即 チ、 コ ノ表 朗 分 ル ゴgl久 ソ ノ時期caasツ

テハ 、 豫後 轟大 差 ハ ナ イ.唯 、肋 膜 炎経 過 颪 後

部 チ、4ケ 月 以 内 二覆 病 シタ モ ノ ノ豫 後 ガ、 モ

ツ ㍗モ豫後 悪 キ感 プ塁 ス ル.

十、諸種血清診断法 卜肺結核 ノ豫後

肺結 核 ノ豫後 或 ハ活動 性 診 陶1∴、 現 在 廣 ク用

ヒ ラ レル血 清診 断 法 二就 テ墾 赤 星 學 士 ガ 多撒 ノ

患者 轟就 テ、 行 ツ タ結 果 テ見 テ見 ヨ ウ.

追 試 シタ診 断 法へ 通 常 最 モ行・・レルWeltmann,

Costa,Mat6fy,Vemes,野 村 、Daranyi,

Frisch-Starlinger氏 ノt反 鷹 デ ア ルe

吾 々 ガ行 ツ タ手 技 、 及 ビ ソ ノ結 果 ハ次 ノ通 リデ

アツ テ、 帥 チ各 自、 各 鋏 黙 ト長 所 テ有 ・ヘル ガ、

ソ ノ成 績 ハ略 支大 少 同異 デ アツ テ、 大 艦 二於 テ

病 勢 ト拉 行 ス ル如 キモ、 吾 々ハ絶 封 ノ信 用 テ置

ク繹 ニーハそ了カ ヌ饗

シ カ ニ、 全 然 捨 テ ザ ル ベ キモ ノデ モ無 論 ナ 久

3ト&づ ノ2ツ 以 上 テ併 用 シタ場 合 ニハX或 程

度 診 寮 ノ指 針 タ リ得 ル ノヂ ァ 几.
ぽ

要 ス ル ∴、種 々 ノ非 特 異 性 血 清 診 断 ハ 、 現 在 存

在 ス ル病 竈 ノ活 動 性 診 断 デ アツ テ、 結 核 症 ノ登

生 ト進 展 列 顧慮 セ ズ シテ、 豫 後 テ言 々 ス ・し澤 ニ

ハ 行 カヌ.

ウ エ ル トマ ン氏 反 癒(Weltmann)

余 等 ハ微 量 血 溝 ヲ使 用 スル攣 法 デ用 ヒ タ.

方 法 、12本 ノ ウ4P'"一 ル試験 管za、 豫 メ調 製 シ

タル メ ル ク製 純 鞭化 「か ・シウ ム」水 溶 液1.o 、

⑪.9,0。8kO.7、0.65、O.6、O.55、O、5、O,45、O.4、

O、35、0。3%ノ 各1重 毛テ入 レ、 づ レ轟 甑 青0.⑪2

蝿 ヅ ツ各 々注 加 シ、 沸 縢 セ ル1彦ちノ中zzテ 煮 沸 ス

ル づ ト15分 間 、 然 ル後 取 咄 シテ¢ij定スル.

剰 定 法 黎 血 清 ガ 白 ク凝 固 シテ上澄 液 ノ透 明 ナ ル

モ ノ ヲ完 全 凝 固 ト雷 ヒ、 凝 圃 ガ 不完 全 ∴ シテ液

層ガ 白 ク濁 ルモ ノ ヲ不 完 全 凝 固 ト言 フ.完 全凝

固 チナ セ ル試 験 管 列 ヲ完 全 凝 固 帯 ト名 ヅ ケ、正

常 健 康 入 ニ テ ハ完 全 凝 閲 帯 ・・、 ⑪ゐ%-0.4%迄

ノ濃 度 轟 ア リ、 ソ レヨ リ濃 キ濃 度 轟 アル時 テ凝

麟 帯窺 縮 ド言 ヒ、薄 キ濃 度 ニ アル時 ヲ、凝 固帯

延長 τ・言 フ欝

一般 へ 滲 出牲 壁 化 強 キ程 、完 全 凝 嗣 帯 短 縮 シ、

病 竈 ガ 、増 殖 牲 若 クノ・硬 化 性 トナ 建程 、 延長 ス

ル ト言 バ レル瀞

2.野 村 氏 虹皿溝 凝 固 反 鷹

方 法#佑 グー ル試 験 管 二N・f'1盤 酸 溶 液0ユ 耗

プ入 レ血 清0.25妬 ヲ加 ヘ ル.づ レテ38度 ノ水

槽 轟1時 間 牟 入 レ、 後 取 出 シテ凝 間駄 態 テ判 定

ス醤レ輪

判 定法

試 験 管 層 頃ケ テ液 ガ少 シモ移 動 セ ヌモ ノ・… 鼎

少 シ ク移 動 スル モ ノ… ・帯

孚 バ移 動 スル モ ノ・… 赫

宰分 以 上 移動 スル モ液 ガ

流 レ落 チザ ルモ ノ 十

流 レ落 チル モ ノ(一)

3.1汰 タ氏j)(鷹(Costa)

方 法,2%ド ノボ カ イ ン」生 理 的 食騒 水1。5琵 二

5劣 絢 構 酸 曹 達 液3滴 ラ椥 へ、 づ レニ血 液3滴

ヲ加 フ.3⑪00廻 縛10分 間遠 心沈 澱 ノ後 、 局方

ギホ ル マ リ ン」1滴 ヲ落 シ、 白濁 ノ 現 レル 時 テ

判 定 ス ル。

判 定 法

2分 迄 二現 レル モ ノ 器

4分 迄 轟現 レル モ ノ 辮

6分 迄 二現 レル モ ノ 釜

8分 迄 二現 レル モ ノ+

8分 以 上 … テ現 レル モ ノ ー

曳
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曲一 一 一一一一一鰍{一 …柵 　一

第43表 各種血清診噺 法 ト肺結 核 ノ前 後bノ 關係

…携
溜
〃〆

∬

40

30

〃

〃
正 常 延 長 短 縮

Welt-mann241例'

一一　輕 症8〔,例

中 等症(120例
一重 症 ・139例

.

・青

馨

.%
〃

〃

ア
ん

ノ
ρ

蝋桝↑

〃

〃
十

ー

伽

伽

偏

諦

鰯

39

80

ズ

ノ

に

ハb

I
、醐

騰
C

一

一

%

6

η
ノ

』!

κ
㌧

ぐ

〃

〃一 →・→÷榊 嚇仔

N◎mura85例

・一一輕 症2↓ 例

一中等症17例

一一 重 症 醤 例 一

4.マ テ フ沃 反 慮(Mat6fyナ

方 法0.5%硫 酸 汐 ル 覧轟 ウ ム」液 ヨ リ検 査 短 二

〇。5%ノ 液f新 製 シ、ソ ノ1耗 二血 溝0.2耗 壁加

へ 白濁 セ ル穎 粒 ノ出 現 スル時 間 ヲ測 定 ス ル.

判 定 法

血 清 テ加 ヘ タ直 後 ヨ リ

15分 以 内 二 現 レル モ ノ 柵

一 →願 →← →刈目卜柵

Daranyi641列i

-一 輕 症21例

一 一 中 等症11例 、

重 篤32例

鮒

働

蜘

瀬

ハU
4

りδ
陶イ

　

な

坦

症

粧

症

ぞ琵

輕

中

重

%

臨
二

"

〃

4ノ

30

2

〃

%
"

"

(
〃

,
,プ

ズ

∬

硫
ン

→・ →← ・轍

Vernやs「164例)・

一 一 輕 症 ご46鯵

一一一一中 等 症(39例)

-w重 症
、79-、

働

ソ
　 キ くゆ サト

FrドchStarli籔gα66例 論

一一 軽 症14例 .
一 一 中 等症17例

、
一重 症44例

20分 以 内 二 現 レル モ ノ 升

30分 以 内 二 現 レ ル モ ノ 十

30分 以 上 デ 現 レル モ ノ ー

5.ヴ ..7vヌ 氏 反 鷹 片 山 氏 攣 法(Vernes-

Katayama>

4日 以 内 二 作 し ル2%ボ レ ゾ ル チ ンゴ液0,2蝿 二

血 清0、3琵 ヲ加 へ,室 温 ニ テ22時 間 以 上 放 置
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シ な後 、液 ノ漏 濁 駄 態 チ肉眼 的 二判 定 スル.

沈 澱 ハ白 色凝 塊 ヲ ナ シ、 表 面 二浮 遊 ス ル

ヵ、 タレ 槽 底 二沈 澱 シ輕 ク振 レバ破 壌 シ

テ大 ナル穎 粒 トナ ヌレ ・:帯

大 ナル凝 塊 ハ ナ キ モ穎 粒 ハ比 較 的 夫 デ ア

ル.輕 ク振 リテ液 ヲ僅 カニ移 動 サ セル ト

明 カニ無 籔 ノ穎 粒 サ認 ム 十

汁塗ハ ヤ ヤ濁 リ、 雲架 熟犬ノ果頁粒 ブ認 ムe管

テ輕 ク振 リテ斜 斗 二傾 ケ ル ト極 ク小 サ ナ

穎粒 テ認 メル

ガ透 明 二近 キ カ、 又 ハ 僅 ∴ぎ躍濁 スル モ、

全 ク顛 粒 ナ シ.

十

6.グ ラニ氏 反鷹(Daranyi)

方 法、血 清0.2妬 ナ ト リ、～53.「ア ル つ一 ル」1.0

琵 轟封 シ、2%食 鞭 水4.1耗 ノ割 二混 合 セ ル試

藥(短 日i新製 ス)1、1重毛ラカnエ、62度 恒 温 槽 中 二

20分 間 艀 置,後 室 温 二放 置 シ、架 状 沈 澱 ノ磯 現

ナ時 間的 二 見 ル.

剃 定

多馨状 沈 澱 ヲ生 ズ ル迄 ノ時 間

0-30分 爆

30分 一60分 辮

1時 間一2時 間 暑

2時 闘 一3時 間 十

3時 間以 上 一

7.フ クー・2シ畿、ス タ ノ リ ンゲ ル氏 反 雇蕉

(Frischu.Starlinger>

方 法 、 高 井 氏 壁 法 ニ ヨツ タ.赤 沈 測 定 時 ノ残 部

∬n漿 ヲ利 用 ス ル、,飽和 食 購 水3二 封 シテ71〈1デ

加 ヘ タモ ノ ノ1.0妬 二血 漿0。1耗 ヲ加 へ、 振 澱

シツ ツ架 状 様物 質 ノ出 現 時 間 子、 「ス ト。プ、ウ・

ツ チ」デ測 定 スルe

O-19秒

20-39秒

40-59秒

CO秒 以 上

器

升

+

十一、肺結核 ノ豫後 二就 テノ補邊

余 ハ今 迄 、 肺 結 核 ノ早 期 獲 見、 拉4コ レ ト關聯

シテ、 豫 後 二就 テ ノニ、 三 ノ観 察 ラ講 述 シタ,

余 ノ舌 ハ ン トスル所 ハ、 既 二述 ベ タ ト欝 ロ デ殆

ン ド瀧 キ ヰ ル ガ、所 謂 、肺 結 核 ノ豫 後 二 就 テ へ

縦 來、 殆 ン ド無 敷 ト言 ツテ ヨ イ程 ノ業 績 ガ磯 表

サ レ、 吾 々 ハ、 ソ ノ管 否 選 澤 二迷 フ ノデ アル.

已 二Kuthyu.Wolff-Eisnerノ ＼ 「肺 結核 ノ豫

後 判 定 」ナ ル著 書 ノ中 デ、 「疾 患 ノ豫 後 ヲ書 フハ

易 ク、 患 者 ノ豫後 ヲ 言 フハ 難 シ」ト喝 破 シテ ヰ

ル.蓋 シ至言 ト考 ヘ ル。

結 核 症 ノ豫 後 ト嘗 フモ ノハ 、器 質 、 素 因 、環境

氣 象 、 合 併 症.治 療 法 、 ソ ノ他 多種 多様 ノ要 素

ニ ヨ ツ汚、 左 右 サル可 キ デ ア ツ テ、 從 テ、 アル

結 核 患 者 デ見 タ場 合 二、 ソ ノ症 例 ノ豫 後 ヲ云 々

スル コ トヨ リモ、 ソ ノ患 者 テ如何 二治 療 シ、如

何 ナル 合併 症 ヲ警 戒 スベ キ カ、叉 加 ヘ ラ レタ治

療 法 ガ、 十分 合 理 的 デ アル カ、 否 カヲ知 ル コ ト

ガ、 ヨ リ重 要 デ ア ラ ウ ト考 ヘ ル.

ソ ノ意 味 デ、 吾 々 ガ行 ツ タゴ 、 三 ノ業 績 二就 テ

述 ・ぐ、 私 ノ講 演 ノ結 ビ トシ タ イ.

(イ/喀 血 ト「ペ テtiオ メ ト3)・-」〈皮 霜 表 在 毛

細 血 管 出 血 度 測 定!

先 二、我 教 室 デ、珊 中 、多 和 田氏 ハ、吸 引 二 登ル

陰 歴 作 用 ニ ヨ ツテ、 皮 構 表 在 毛細 血 管 ノ出血 度

テ測 ル装 置 プ 考察 シ テ、 「ペ テ ヒ オ メー ター ト

命 名 シタ.

コ ノ「ペ テ ヒ オ メー ター-」償 ト、 出 血 性 疾 患 トガ

關係 ガ アル コ トハ 申 ス マ デ モ ナ イガ、 今、 喀 塞t
　

時 ノヂベ テ ヒ オ メー ター」贋 ヲ測 定 ス レバ、 次 ノ

如 クデ アル.

〈rペテ ヒ オメー ター 」ノ測 定法e

作 用 時 間 テ60秒 トシ、 づ ノ作 用 時 間 内 轟出 血

度(十)(出 血 黙 藪1-1⑪ 黙/ト ナ ル最 高 ノ陰 墜 ラ

求 メ、 コ ノ陰 駆 ノ値(粍 水 飽 柱 〉ヲ100ヨ リ減 ジ

タ藪 テ、 「ペ テ ヒ オメ ー タ'一一Jueト 定 ム ル継

正 常 二於 テハX最 高900以 下 デ ァ ツ テ、李 均 ハ

850内 外 デ アル、

帥 チ、 喀 血 時 ノP.W.ハ 、930-970ヲ 示 シ、

李 均957デTツ テ、 正 常 ヨ リ著 シク昂 進 シテ ヰ
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の

ぼ
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の

の

ひ

ぐ

の

ぼ

の

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

ル ノ テ 見 ル.

ソ レ テ 、 一 重、

ニ ナ ル
c

喀 血 時 ノP.W.丸1⑪ 例

鍵

♂20歳

♂45,,

舎18"

舎45"

舎29,,

含32,,

舎19,,

♂3⑪"

♀24,,

♂33,,

峯均

P.W.

970

950

97⑪

970

950

970

960

970

930

930

957

嘘 ノ例 二就 キ調 べ ル ト、 次 ノ如 ク

第44

例 炉 一 書30Ll開 放性肺結核

第1例 一30歳 ♂ 開 放 性 肺 結 核

:第1表 二 示 ヌ 如 ク、 入院 時P・W900ナ リシ者 ガ、

入 院6ケ 月後 談 へ 全 身 症 状 悪 化 ジ、P・W・930ト 少

シ ク上 昇 ヲ示 甥.翌 年1月UHP.W.970ト 異常

二 上 昇 ヲ示 セ シ所 、2H後 二 於 テ 大 量 ノ喀 血 ヲナ シ、

喀 血 ハ 其 ノ後9日 間 纏 キタ リ。此 ノ間 諸種 ノ止 血 的 治

療 ノ行 ハ レタ ル ハ勿論 ナ レ ドモ、1月24日 ノP,W。

ハ950子 シテ 、爾 高 度 ノ上 昇 ヲ 見 参 リ.其 後 一 旦 オサ

マ Ψタ ル喀 血 ハ 翌 月 二至 η再 ビ起 りr2月3日 ヨ リ2

月10日 迄 週 間 経 籍 セ リ.此 ノ際 ハ 遺 憾 ナ ガ ラ出血 度

測 定 ヲ行 ヒ居 ラ ズ.

3月1日 二 於 クルP・W・ ハ實 二800轟 シテ、 今 迄 ニ

ナ キ出 血 度 ノ降 下 ヲ見 知,.此 ノ頃 ハ全 身 症 状 モ非 常

二 良 好 トナ リ、 高 熱 モ ト レ、白魔 的 ニ モ絶 壁 的 ニ モ、

入 院 來 ノ好 纒 過 ヲ示 セ リc以 後 時 二出 血 度 ノ軽 度 ノ上

表

例 ノご 一 合31Ll開 放性肺結核

t
〃

勿
,
躍

昇 ヲ示 セ ル事 アル モ、喀 血 前 二示 赴 ル如 キ異 常 ナ ル 上

昇 ヲ見 劣 ル事 ナ 久 比 較 的 良 好 ナ ル経 過 ヲ ト レ Ψ.本

例 ニ ソ キ テ唯 出血 度 ノ ミヲ中 心 ト シテ、約1年 間 ノ輕

過 ヲ見 ル ニ、 喀 血 前 後 『 於 テ ノ ミ、P..ハ 異 常 二上

昇 シ、 喀 血 節 止後 ハ降 下 セル ラ認 メ4ゆc

第2例 一31歳 憲 開 放 性肺 結 核

本 例 ノ・第2表 二 於 テ 見 ル 如 クr5月28Bノ 出血 度900

ニ シテ、 全 身 症 状 モ左 程 悪 グ ナ ク、挙 熱 雲 ジテ順 調 ナ

〃経 過 ヲ ト リオ リ シ所 、6月3日 突 然 熱 獲4(1度 トナ

リ、1日 撤 回 ・下 痢 ヲ俘 ヒ、 症 状 ノ悪 化 セル ラ認 ズタ

リa翌4H/P.W.ハ970ニ ンテ 異 常 ナ ル 上 昇 ヲ示

シ オ レ リ、 當 圓測 定 後 二 於 テ、 少 量 ノ 喀血 ヲ見 タ ル

モ、其 ノ後 喀 血 起 ラ ズ、 熱 登 モ 翌 々 日ハ 止 ミr撒 日 ニ

シテ、 全 身 症 状 ハ 蕉 態 二 復 シ、 之Uト 共 二出 血 度 モ

11圓 ニ ハ950、19日 二 八、90⑪ ト降 下 ヲ示 セ リ.

從 ツ テ 、 定 期 的 ゴ ペ テ ヒ オ メ 一 夕ーj到 貝掟 シ

テ 居 レバ 、 或 糧 度 、 喀 血 ヲ 豫 知 シ得 ベ キ デ ア ル
藤

ガ1コ レ等 ハr喀 血 ヲ 機 知 シ得 タ例 デ ア ル。

今 、1人 ・患 者 三 献 キrfペ テ ヒ オ メ ー ター 」贋

テ1年 間 、 測 定 シ テ 見 レバ 、次 表 ノ如 ク ニ ナ リ、

コ レ 伊29例 二 就 キ 、 李 均 シ テ 見 しバ 、次 表 ノ如

ク 轟 ナ ル
◎

某 軍 人 療 養 所 二於 ケ ル月別 ノ喀 血 度撒 曲線 ト比

較 ス レバ、 大磯 一致 シテ ヰ リ が分 ノレ.

余 等 ハ 「ペ テ ヒ オ メ一 食一戸 利 用 シテ、 喀 血 ソ

ノ他 ノ出1飢性疾 患 ノ縫縮 防IL二 、 更 二色 々 ノ止

血 剤 テ使 用 シ タ場 合 二於 ケ ル治 療 娩 果 ノ判 定 二

資 セ ン トシテ ヰル ガ、:或程 度 ノ数 果 壁 ア ゲテ ヰ

ル 祭

(口〉 肺 ノ虚 脱 療 法施 行 三献 テ ズ ∵ 三ノ知 見

1.横 隔膜 紳 締 涙 除 籍施 行 盈就 テ

中根 墜 士 ガ「レ ン トゲ ン、キモ グ ラ フボー 轟依 テ

調 べ タ トコ ロ屯 ヨルc、 肺 ノ運 動 ハ 、 上 襲 ハ第

転
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卿
卿
卿

29歳 舎

/〃 〃"魏 〃 〃7

鋸 挽"〃 砺 溺 、

卿
卿
卿

3456F7ノ.タ 〃///二 ～/ノ

車戎
"り

㌔

盈"勿 鯵麗 ・"柵 塑 諺.

345』57ゲ ノ 〃 ～ケ/ノ/!

24歳 ♂

♂歳"
い

鋸翔紹雛〃

2ノ〃〃〃
-
4
ノ

ノ76～43

解
物
卿

　〃
勿

34ゴ67{ダ.タ 〃 〃!ク/ノ

「ペ テ ヒ オ メ ー タ ー」儂 月別 準 均 曲線

♂へ_♂

!2ラ45〆7《 ダ.タ 〃//〃/

古賀療養所月別喀血数

刀

万

〃

/5

μ
＼
ガ

〃
万

ン刀が
逝

〃
〃

ノ234∫671・ タ 〃//〃/

第1～ 第6肋 骨群 ト共 二 下 葉 ハr横 隔 膜 ノ運 動

ノ方 向 二動 キ、從 テ吸気 時 二 八、」∵嚢ハ 上 方 議 警

下 葉.バ ド分 工運 動 シ、 ソ ノ結 駄 肺 へ 肺 門 ヲ

中 心 ひシテ扇 ノ闇 閉 運 動 テ思 ハ シ メル如 キ運 動

デ ナ ス.

コ レハ 己 二、W◎bα ソ ノ他 ノ八 議 譲ツ テi早

～ ヨ リ注 意 サ レタ トコロ デ アル ガ、横 隔 膜 瀞 纒

涙 除 ヲ施 行 ス レバ、 下 葉 ハ横 隔膜 ノ静 止 ト共 二

運 動 側 根 セ ラ レ、 一ヒ葉 八反 封 二著 シ ク促 進 サ レ

♪重ノo

づ ノ關 係 列顧慮 シ テ、 横 隔 膜;神経 涙 除 轟 ア タ ツ

テ ハ 十分 適 懸 症 テ選 ブ可 キ デ アルa

2.人 工 氣 胸 實 施 二就 テ

同 ジ ク、 「レ ン トゲ ン、キ モ グ ラ フ・rJニ ヨ ツテ

調 べ ル ト、 人 工 気 胸 ノ場 合、大 人 デ ハ、大 農300

耗 以 下 ノ空 気 途 入量 デ ハ、 肺 ノ運 動 ハ制 限 サ レ

ヌc

從 テr起 工氣 胸 が今假 リ轟a肺 ノ静 止 テ ソ ノー

部 ノ目的 トス レバ、3CO耗 以 内 ノ塞 翁送 人 デハ、

コ ノド;臼勺ニ ノ、競爲ヒガ タ イ。

3。 天工 気 胸適 慮症 ノ判 定

起工気 胸適鷹 ノ判 定 、 或 ハ結 核 患 者 ノ運 動 三際

シテ ハ、 常 並次 ノ事 ヲ念 頭 二 選 カネバ ナ ラ ヌc

1。 結 核性 病慶 ハi如 何 ナ ル程 度 二 呼 吸 面 テ侵

シテ ヰル カ.

2.存 在 ス ル カ モ知 レヌ呼 吸 不 全 ハ 如何 ナ ル程

度 ノモ ノカc

3.睡 吸 不 全 ハ 、 安 静 時 ニ ス デ ユ存 在 ス ル モ ノ

デ アル カ、 或 ハ運 動 叉 ハ人 工 気胸 ニ ヨツ テ始 メ

テ ア ラノ、レル モ ノテ アル カ

従来 、 コ ノ決 定 ハy臨 肱 的 諸 検 査 ∴依 ツテ行 ハ

レテ ヰ タ ノデ アル ガ、 明 確iナル根1擁ナ ク、 ソ ノ

タ メニ へ 酸 素 デ擁 取 シr淡 酸 「ガ ス」ヲ排 出 ス

ル ト吊,㌃フ肺 臓 本 來 ノ使 命 テ利 用 シタ肺 臓 機 能 検

査 法 ガ、 アル ト饗 イn

最 近 、 「ク 轟 ツピ ング」ソ ノ他 ノノベ叢 記ツ テ、 工

夫 サ レ タ、 一 度 ハ室 氣 呼 吸 二 譲 り、1度 ハ酸 素

呼 吸 二3tr短 分 時 ノ酸 素囁 収 量、 蛇 二 呼 吸 量

ヲ測 定 ㍗ 影方 法 ガ"ノ 慧的 二叶 ツテ ヰ ル ト思 ハ
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レ ノも疇

余 ハ池 田學 士 ト共 二、 コ しか タメ ノ装 置 テエ 夫

第45表

顯づ
膨 溜

輩位時間 二於 ケル酸素蹟収量 う等 ジ

ケ レパ傾斜 角モ亦 等 シイ

喪無呼吸
一 　

蝋 燭轟
レ

呼 吸 機 能 不 全 ノ場 合二 八輩 位 時 間 二酸 素

呼 吸 二於 テ ヨ1'多 ク ノ酸 素 撮 取 ガ ァル ヵ

ラ傾 斜 角 八人 レナル.両 者 ノ差 ガ、 毎 分

時 酸 素 不 足 量0誉 つ 崩citニ ア タ ル.

第

シ、 ソ ノ原 理 三 碧ツ 乳 肺 ノ機 能 検 査 テ行 ツ テ

見 劣.

器 械 ハ 、 「ク謡 ッ ピ ング」ノ瓦 斯 代 謝測 定 装 置 二

伽 工 シタモ ノ デ ア)Lガ 、 装 置 二:就テハ 別 ノ機 會

二譲;ヅ テ、 ソ レハ翅愈べ:ヌc

空 気 呼 吸s酸 素 呼吸 ニ ヨツ テ、 酸 素 吸 牧 童:テ示

シ タ曲 線 テ描 ク0

ソ ノ差 ニヨツ テ、短 分 時 ノ酸 素不 足:量、0驚一De5cit

壁知 り得 ル ノ デ ア ル。

本 法 ニ ヨル酸 素 不 足 量 塾へ 呼 吸 障 碍 二 三ツ テ、

空 気 呼 吸 デ ・・酸 素 二 充 サ レテ ヰ ナ カ ツ タ1血液

ガ、 酸 素 呼 吸 二於 テ、 肺 胞 内酸 素 分 厘 が上 昇 シ

タ渋 メニi再 ビ完 全 二酸 素 二充 サ レ、 コ ノタメ

ニ吸 牧 サ レ タ毎 分 ノ、 ヨ リ多 ク ノ酸 素擁 尿量 デ

ア 几 継0

コ ノ検 査 法 ニ ヨ ツ テ知 り得 タ結 果 ノ・次 ノ通 りデ

驚 ア
ル 覇

1.肋 膜 腔 内駆 ト未検 査 法 二 言 ル肺 臓機能 トハ

拉 行 シナ イa

人 工 気 胸 前 後 二a術 側 ヲ上 位 ト シ 表側 位 、及 ビ

仰 臥 位 二於 テ、 肋 膜 腔 内駆 デ「マ ノメ一 夕ー」二

醤ッ テ測 定 スル ト同 時 二、 本 睡 吸 検 査器 ニ ヨツ

テ、肺 臓 機 能 テ測 定 シ タc

46表

姓 名

年

齢

性Lソ ㍗ ゲ ン 像

一27皐

へ

工

気

胸

耗

・

副

「
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素

不
足
蟻

二
耳

最
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呼
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量
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活
量
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長
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.
卜

♂
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・サ
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一
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、

一
、
一

ほ

ゑ

肋
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』

測

位

　
仰
臥
笹

oo

左

4
0ぶお

一
5018

ユ
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一

一

さ

お

一

一

人 工 気 胸 後

∴
耗

ご

酸

素

不

足

量

.
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立

・

最

大

呼

吸

量

肺

活

8厄
.
妬

き

腔
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臥
位

吏

虞

!
一
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…

　
ピ

肋

内

側

旨
旨位

0洛2550

…

15

2十1
一

0ヨ一

一136,辛,
r

/ /
　

濯
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一

一
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一
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・ …奮・・」
5Ll2

028020051

即 チ、 腔 内歴 ハ、 ソ ノ位 置 二於 テモ攣 化 シ、 叉

肋 膜 腔 内歴 が陰 膳 デモ呼 吸 不 全 ノ づ トガ ア リr

腸 厘 デ モ酸 素 不 足 ガ ナ イ場 合 ガ アル.

從 テ、 唯 、 軍 嚇 肋 膜 腔 ノ 陰暦 ダ ケ彗 票準 ニ シ

:第47

テ、 多量 ノ室 氣 チ送 人 ス ル ノへ 危 険 ナ シ トシ

ナ イ。

2。 肺 活 量 測 定 ノ・肺 臓 機 能 判 定 二 八 不+分 デ ァ

ノレ麟

表

番號 姓 名

1i幽 ■■■
2

年齢 性;身 長 樋
1

_一 一

乏0…¥

3

15

21皐

肺 活 量 順 委 棄
、 一Ii不 足量

　寅測値 耗 一 標 準て直 立を:減 少昂1ぐ%て 嬉

150.09001273367。115
　 　　ド

148,0700269674.10

日 一 臨724皐

6、iiiii暫
7i一
8画iii

10薯 画■■iii

36皐

32♀ ・

39♀ ・

24♂ 拓3.5

38舎1168.2

160.6820
　

i50.51130

150。011200

152.01280

1900

2120

29♂ 171。0170⑪

292672。0皇
_.

274158・8
_撫20

273359.750

266亨 　…52。1⑪

416954.530

428950。630

436⑪61{}

21舎 172.0 1680 4386 6L7 55

蹄 活 量 實 測 値i及 ビ従 来 一般 二、 行 ハ レテ ヰル

身 長 、 年 齢 、 性 別 カ ラ計 算 シ タ標 準 法 、 以 上 ヨ

リ計 算 シ タ減 少 量 ヲ%デ アラハ シタ モ ノ ト1本

検 査:法 ニ ヨル酸 素 不 足:量ヲ示 セバ 、 表 ノ如 クニ

ナ ルa

帥 チ、 患 者 ノ1、2、3へ 何 レモ著 シキ肺 活 量

減 少 ヲ示 スニ モ拘 ラズ1ア ル者 ハ酸 素 不 足 テ示

-、 アル者 八宗 サナ ㌔

患 者r4、5、6ハ 略 気等 シキ身長 ト、肺 活量 テ

示 ス ガ、 アル者 ハ酸 素不 足 ヲ示 シ、或 者 ノ・示 サ
餐

ナ イ0

コ レニ ョ ツテr判 ル ゴ ト久 肺 活量 測 定 ノiデ
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ハ 、 肺 臓 機 能 判 定 ニ ハ不 十分 ノ如 クデ アル.

次 ノ表 ハ、 本検 査 ニ ヨツ テ1酸 素 不 足r・示 シ タ

モ ノ ト、 然 うザ ル モ ノヲ、一 括 シテ 、 「レ ン トゲ

ン」爲 眞 ト共 二示 シタa48表 ハr安 静 時 二於 テ、

機 能 不 全 ノナ イモ ノデ ァ ツ テr斯 様 ナ患 者 二封

シテハ 、他 ノ條 件 ヲ考 慮 シ ツ ツ人 工気 胸 ヲ施 行

第

ス ル可 能 性 ガ アル謬 デ アツ テ、 現 在 ソ ノ大 部 ノ

患 者 二於 テ、 事 實 蚊 果 的 ナ人 工 気 胸 ヲ施 行 シテ

ヰル モ ノ テ アル0

49表 へ 機 能 不 全 ノ例 グ ケ テ集 メ タ。 コ ノ表 デ

モ直 チ 二分 ル コ ト ト、蹄 ノ機 能 不 全 ト、 「レ」線

所 へ 必 ズ シモ常 鳳準 行 スル トハ 限 ツテ ヰ ナ イ。
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毎 分30同 、45回 上 下 サ セ タ.

即 チ、 安 静 時 二八 酸 素 不 足 ヲ示 サ ヌ モ ノモ、 運

動 ノ程 度 ニ ヨ ツ テ、次 第 二不 足 が現 ハ レ、 或 ハ

全 ク現 ハ レヌ モ ノ モ アルdコ レニ ヨ ツテ、 患 者

ノ運 動 範 園 ノー 定 ノ指 標 トモ ナ リ得 ヨウ。

即 チ:本法 ニ ヨル肺 ノ機 能 検 査 ハ 、 人 工 気 胸 二 於

ケル適 慮 症 ノ判 定 、 逮:天空:氣量 ノ調 節 ソ ノ他 二

野 シテ、 従 来 ノ方 法 並比 シ テs一 歩 ヲ進 メ タ診

断 法 ト考 ヘ ル。

何 故 ナ ラバ 、 呼 吸 不 全 ノ存 在 ヲ顧 慮 セ ズ シテ不

用 意 二、 或 ハ過 度 ノ空 気 選 入 ハ、 肺 ノ負澹 ヲ來

シ、 常 一、 静 止 セ ル病 竃 ノ活 動 化 テ誘 瑳 スル惧

ナ シ!・シナ イ カ ラテ ア ル

諸 賢 ノ御 批 判 テ仰 ギ度 イ ト思 フ次 第 デ アル.

最 後 二 本 講 演 テ 終 ル ニ ア タ ツ テ、 第19同 結 核

病 躯 會 宿 題 報 告 ノ機 會 ト榮 嬰 デ與 ヘ ヲ レ タ本星

禽 舎長r戸 田 忠雄 教振 二封 シテr:衷 心 ヨ リ感謝

ノ意 ヲ捧 ダ、 水 蕨 空 二 當 ツ テ、 終始 楡 ラザ ル御

指 導 ト御 鞭 捷 ヲ賜 ツ タ恩 師 小 野 寺 直 助教 授 二野

シテ満 腔 ノ謝 意 ヲ表 シt更 二縄 大 ナ ル御 協力 ト

御 援 助 ヲ イ タ ダ イ タ小 野 寺 内科 教 室 員 各位 二野

シテ深 謝 スル次 第 デ アル.

)》へ一

會 報 並 二雑 報

第 二 十 同 日 本 結 核 病 學 會 総 會

第20回 目本結 核痛撃會総 會 ハ第11回 目水磨學 會 ノ

:分科 會 レシテ.3月27H、28日 、29日 ノ3日 間東

京二於 テ開催 ヌ0宿 題 左 ノ如 ヅ.

淋 巴腺結核 ノ病理

九州帝國大筆教授 小 野 興 作

結核空洞 ノ吸引療法 麹

東北帝國大學教授 海 老名敏 明

ナ トリウム療 法 ノ推移 ト所要施 設 ノ研 究

東京市療養所母 田澤 鯨ご

猫日本騰學會総會演説中結核二關スノレモノ左ノ如シa

結核 ノ疫學的観察蚊二豫防

大阪市國大學教授 今村 荒男

拓殖青少年ノ結核

結核豫防會療養部長 遠藤 繁清

結核症 ノ病理 ト館林 トノ交渉

結核豫防會研究部長 岡 治道

勢務者ノ結核問題

勢働科學研究所長 噸峻 義筆

勢
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 sondern auch unaktive  Lungenveranderungen  haufiger als vorher bemerkt wurden. 
    Die  Haufigkeit der Zunahme der  rOntgenphotographischen  Lungenveranderung ist 

bei den Tuberkulinpositiven grosser als bei den Tuberkulinnegativen. 
    Pathologische  ROntgenbilder bei Tuberkulinnegativen sind immer ausnahmlos mit 

 dem positiven umschlag der Tuberkulinreaktion verbunden. 
    8)  Wahrend eine aus der  primaren  Infektion von Tuberkulose unmittelbar entwickelte 

 Infiltration niemals gefunden wurde, hat es doch akute  bOsartige schwere Tuberkulose 
sowie chronisch-  tertiare Lungenphthise aus dem  Friihinfiltrate  gewachsen. 

    9) Die  Tuberkulinpositiven zeigen  grOssere  morbiditat an  tuberkulOsen Erkrankungen 
als die Tuberkulinnegativen. 

    Unter  Verschiedenen sind Pleuritiden  und  Friihinfiltrate  haufiger vorgekommen. 
Beim Auftritt von  Friihinfiltraten sind reaktive  Entziindungen der Brust  hOhlenlymph-
driisen nachgewiesen. 

    Unter den Tuberkulinpositiven sind schwere  tuberkulOse Erkrankungen einschliesslich 
eines Falles von der akuten  bOsartigen schweren Lungentuberkulose  haufiger als unter 

 den Tuberkulinnegativen aufgetreten. 
    Das trifft auch  auf die Pleuritiden  und  Friihinfiltrate zu. 

    Zwischen den Tuberkulinpositiven  und Tuberkulinnegativen scheint kein Unterschied 
an  morbiditat bei sonstigen  tuberkulOsen Erkrankungen vorhanden gewesen zu sein. 

    10) Die  Schiilerinnen in der Mandschurei erkrankten  haufiger an Tuberkulose als 
diejenigen aus Japan. 

    Es scheint zwischen beiden kein unterschied in der art  und der Prognose der  Tuber-
kulose zu  bestehen. 

    11)  TuberkulOse Erkrankungen sind  meistens.im  Friihling vorgekommen. 
    12) Die  zweijahrige Beobachtung hat gezeigt, dass Pleuritiden  und  Friihinfiltrate 

meistens  innerhalb einiger Monaten bis zu  anderthalb Jahren, Spitzentuberkulosen  und 
Lungeninfiltrationen meistens  innerhalb etwa eines  Jahres bis zu  ungefahr zwei Jahren 
zum Ausbruch gekommen sind.  cAutoreferat.) 

       Die  Friihentdeckung  und die Prognose der Lungentuberkulose. 

     (Das Sondersthema auf dem XIX Japan. Kongress  fur Tuberculose 
                      in Hukuoka IV. 1941.) 

                                  Von 

                             a. o.  Prof. Dr. K. Kaida. 

 Aus der III. Med. Klinik (Direktor: Prof. Dr. N. Onodera) der 
                          Kaiser.  Kyusyu-Univrsitdt zu Hukuoka, Japan. 

    Der Begriff von  „  fri_ih  " in der Lungentuberkulose  verandert sich mit dem Fortsch-
ritt der Medizin. Es ist  ein grosser  Unterschied zwischen dem Begriff von  „  friih  " in 
der  Zeit ohne  Röntgen  und dem in der Neuzeit mit  fortgeschrittener  Rentgenologie . 

    Mit dem Fortschritt der Medizin, wenn man in der Zukunft die Lungentuberkulose 
entdecken oder vermuten kann, ehe  ein  rOntgenologischer Befund sich zeigt,  und  noch 
weiter merken kann,  welcher Mensch an Lungentuberkulose erkranken wird,  und somit 

 dem Krankheitsausbruch vorbeugen kann, ehe der Betreffende mit Tuberkelbazillen 
infiziert wird, so ist dies die  Frilhentdeckung im wahren Sinne.
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    In dieser Mitteilung versuchte  Verf. mit verschiedenen  diagnostischen  I_Tntorsueh-
ungsmethoden der Gegenwart  mOglichst  friihzeitig  die  Lungentuberkulose  festzu-Jellen. 

 Urn ihren Wert  fiir die  Frilhentdeckung der  Lungentuberkulose zu beurteilen,  wHt er 
die Unterlagen  fiir die  Friihentdeckung  (ler  Lungentuberkulose in  der heutigen Zeit 

 vorbringen  und  beriihrte dabei einiges  iiber die  Prognose der  Lungentuberkulos,. 
    Das Inhaltsverzeichnis ist  folgendes  : 

    1. Einleitung. 
    2. Der Wert der  ROntgenschirmphotographie in der  Friihentdeckung der Lungen-

       tuberkulose. 
    3. Der Wert der Sputum-Kultur in der  Friihentdeckung der Lungentuberkulose. 

            a) Auswahl der Kulturmethode. 
             b)..des Kulturmaterials. 
               c)......des  Ndhrbodens. 
                d)........des Anreicherungsverfahrens. 
    4.  ()her die Tuberkulinreaktion. 

    5.  Uber die Senkungsreaktion. 
    6.  Uber die verschiedenen klinischen Beobachtungen bei  tuberkulOsen Erkrankungen. 

    7. Einige Beobachtungen bei Erstinfektion hinsichtlich der  Friihentdeckung  und 
       der Prognose der Lungentuberkulose. 

            a) Subjektive Beschwerden bei Erstinfektion  und Krankheitsausbruch. 
            b) Senkungsreaktion  bei Erstinfektion. 

            c) Tuberkulinreaktion bei Erstinfektion. 
            d) Zeitliche Beziehung der Positivierung der Tuberkulinreaktion  zum 

 Krankheitsausbruch. 
            e) Schicksal  und  Prognose der Erstinfizierten. 

 S.  Uber den Ausbruch der Lungentuberkulose nach dem Ablauf der Pleuritis . 
 9.  Uber die verschiedenen serologischen  diagnostischen Methoden hinsichtlich der 

        Prognose der Lungentuberkulose. 
    10. Einige  Beitrage zur Prognose der Lungentuberkulose. 

            a) Petechiometrie  und Haemoptoe. 
            b) Einige Kenntnisse  fiir die  Ausfiihrung der Kollapsbehandlung . 

  11.  Zusammenfassung.  (Autoreferat.)




